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、演習林研究報告 第十四巻第一披

晩霜季に P ける 林地の低気温

今回敬

The Low 'l'emperature over Woodland 

in the Late Fro.st Season. 

By 

Keiichi Konda. 
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雷

北方地方に遺林する時は，低い気温のため凍害がたとるととを注意しなければなら友い.

ある凍害はたやす〈凍害とわかるけれEも，ある凍害は被害の原因が他にaうるかのやう誤って

考へられやすい.よく観察すれば，誼林地の凍害は意外に多く，北方選林の大きい問題である

ととがわかる..しかも北方。大面積に伐採された跡地は，必や凍害の危険をましてゐるから，

戟後の今日，北方。造林地は凍害問題にたいして，いよいよ注意ナベき紙態にあると思はれる. • かねて著者は，北方地方D苗聞にs凍害のため少くない不良首と鹿棄苗をだし，浩林地に

も同とやうな被害があらはれてゐる事賞を知ってゐた.たまたま昭和 13年6-..f]18日，北海道
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大署長の苫小牧演習林にいちじるしい晩霜害がるり， 新植地のとどまっ約四再本が大きい被害

をうけたほか，あはせて約2!高本D植栽木;て大小の被害，Mibり，事情の容易ならぬととを示し

たのでるった.著者はとD時から凍害問題。研究を志し， とれを北方林野の微気!民D問題とし

て解決するため，昭和 14年4月から 18年5月まで必要な気象観測を苫小牧演習林に賓施し，

その間，服部報公舎と日本事術振興舎の援助，なほ引績いて文部省科摩研究費をうけ研究を進

めるととができた. との稿ば之の結果の一部でるる.

なほ先に公刊した寒地浩林と地表附近の低気温(北方林業研究合講演集.第一輯.昭和 15

年， 20-24頁)， 北方林野D気温(北方農業研究.昭和 18年， 107-134頁h 林野の最低気温

(臨用気象.第 1巻第1披，昭和21年， 7ー 13頁)はとの稿と密接友つながりがあり，それらの

内容には，との稿の諜報にあたる部分が含まれてゐる.

研究にるたっては，演習林長中島寅吉博士の一方ならぬ御援助を京けな〈し，ま?と鈴木幸

太郎氏ほか苫小牧演習林政出所各位。，御厚意に員ふととろも非常に多かった. と.I.!'C深〈感

謝の意を申しのぺたい.

:東害問題の沿草

森林を扱ふにあたり，霜害(凍害)または低気温による樹木の被害が注意されたのはや A速

い塵史がるって，古くは， 19世紀中期の代表的林撃者の一人であった Nordlingerわがしばしば

との問題にふれて告とり，首時の KritischeBlatter誌その他をみると，大陸とのとろから，との

問題にたいする一般の閲心はたかまってゐるやうである21.

その後 Baur'J)や RobertHartigわなどによっても問題は進められたのだが， 19世紀の終.

りに， Danckermann")は1876年から 1897年まで 22年の間に Eberswaldeにおとった晩霜害

1) H. Notdlinger， Ueber das Alter ，ler Frostrisse. All. 1"or5t-u. Jagd-Ztg. 1854， S. 201-3. 

}一一一一一一←ー， Die 1"ruhlings-oder Sp五tfroste. Krit.13l. 1860， S. 151-169. 

」一一一一一一一一， Winterkalteschaden an Waldbaumen. Krit. 131. 1863， S. 247-260. 

一一一一一一一一一， Die September-F日ste1877. Cenlrbl. Ges. Forstw. 1878， S. 489-490. 

2)営時の林業雑誌からひるってみる.いづれも無記名である.

~ Ueber den Schutl gegen Spatfroste durch 5treifenweise Sch lagfiihrung. Krit. 131. 1851， S. 235 -251. 
Die Spatfroste im Jahre 1857. Krit. 131.且858，S. 223-6. 

SpatherlJsl-oder Fr江hfrδs(e. Krit. 131. 1860， S. 170-5. 
Spatfrδste und Laubho1.znachzucht. Monatschr. For;t. Jagdw. 1871， S. 401-410. 

3) r-. Batir， Die Frosterschei凶 ngendes Jahres 1869. Monatschr. Forst. Jagdw. 1870， S. 81-95. 
のR.lIartig， Eine ne，問 Artder Frostbeschadigun]; in Ficl山 n-und Tannensaat-und Pflanzbeeten. Allg. 

Forst-u. Jagd-Ztg. 1883， S. 406-9. 
一一一一一一， Doppelringe als Fol:;e von Spatfrost. Forstl.-Naturw. Zeitschr. 1895， S. 1-，8. 

o) B. Dancl三crmalln，Spltfro五lbeschaJigungenim markischen Walde， Zeitschr. Forst. Jagdw. 1898， S. 389-411. 
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を，同地の森林測候所の観測値を参考とし原因・被害の献態・韓防法なEについてく bしく

論じた.

そのとろ，、調逸の古典的な森林気象撃の建設に貢献してゐ'kMuttrich6) も， 晩霜害につ

いては特に注意してゐたし， との Muttrich と常に協力してゐた Schubert7)は， c1915年tc，

Eberswaldeの晩霜を禁料とし，乾混計をもちひ霜害を務知する方法を考案して注目された.

まもなく Schmidtや Geigerによって，微細気候・植物気候またIj、気候の問題が護展す

るにいたり，林地の地表附近。完走温があらためて観測され，霜害(凍害)とくに晩霜害の問題は，

一 森林気象上の興味ある問題として，また詰林上旬， したがってまた森林保護上の重要な問題と〆

‘' 

して， 1925年ごろから，またあたらしい注意をひくやうになってきた.

かくて， Geigerめが Munchenの束郊 Anzingerの凍害造林地で行った晩霜季の地表附近

の低気温の研究， Staudacher
q
)が雑草地と低団地の凍害の原因として地表附近の低気温を検し，

その封策を論じた詳細主主研究，また，晩霜害にたいする前生樹のいちじるしい保護作用を，地

表附近の低気温の観測によって明らかにした Amann10) の業績な e，相次いで、報ぜられるにい

たったのであった.

Kunkelell
)が，るたらしい森林気象皐の立場からいってゐるやうに，年、々〈りか入す晩霜

容は，寒冷地方の浩林に重大な影響をおよぼしてゐるのでるる.とれについて， .その後も悦題

は聾展してきたが11まだ多〈の重要問題がのとされてゐる現欣である.

碗究の目的と場所

目 的 北海道の樹木C凍害は 5月と 6月，まれに 7月にもある晩霜害が特に問題で

ある.との稿は，北海道大壊の苫小牧演習林I亡。いて，詰林地に植付けた富木の，凍害の直接

原因とたってゐる 5月と 6月の最低気温を，法林地について直接に碓めるととを，沿もな目的

としてゐる. • 
との晩霜季tc，植栽木を脅かしてゐる，林野の地表附近の最低気温は場所ごとに撞ふのだ、

司.

6) A. Miittrich， Ueher Spat-und Fr日hfr:i5te. 7..eitschr. 1'o1'5t. Jagdw. 1898， S. 201-233. 

7) Schuhert， Uel光rMaifrゐtein. Ebe四 ¥¥'alde. Zeitschr. Fomt. Jagdw. 1915， S. 84-92. -8) R. G"iger， Spatfr凸steauf den Froslllacllen bei Miinchcn. Forstwiss. Centralbl. 1926， S. 279-293. 
9) Staudache1'， Die Froslschaden im ForstLetriel、， deren Ursachen und llekampfung. Forstwiss. Cen{ralb1. 

1924， 1-13， 54-66， 98 111. 

10) H. Am九nn，BirJ日nvorwaldals Schutz gegen Spatfroste. Forstwiss. Ccntralbl. 1930， S. 493..502， 591-592. 

11) Kunkele， Spatfiost und lIohenlage. 1勺rst¥¥'iss.Cent1'・'alh1.1933， S， 579. 

12) M. Woelfle，' Waldhau I1nd Forstmeteorologie.‘:t¥cudannn und Berlin 1939， S. 12-30. 
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が， i:の程度の低温が賓際に現れてゐるのか，またその現れ方，場所毎にEれほE違ふのか，

その濯ふ保件たEを確めるため最も力をぞそいだ. 
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第 1圃 凍害地の地形・被害紋況・観測j勲

I とどまっ被害地 ・叡削除及番貌

II グ 甚害地 L てうせんか色まつ林

III " 中害地 P どいったうひ澄林地

IV グ 微害地 B ゃちだも毒事濁葉樹遁林地
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との結果から，寒冷な北方地方の造林tc，すとしでも貢献するととができれば，幸と考へ

てゐるのでるる.

場所 苫小牧潰習林は，苫小枝町から北へ約 2km の丘陵地に~.þ ， 蕪象観測を行っ

たのは，幌内事業直第21林班の一部である.ととは頂が海抜 47.2mの小高い火山友の丘につ

づ〈北に商ずる巌斜地で，その据を横切ってゐる林道附近が，・春θ零Eけ71<陀蓮ばれて〈る火

山友を堆積し，毎年隆起するため，斜面の最も低い部分が浅く貰い凹地と殺り，昭和2年5月

そとに植ゑられたとどまっの一部に凍害がるらはれ，場所・によっては全部凍死し，また凍傷木

間有の経小友複楠木13)が非常におほい.凹地の凍容の常とし，被害は低所ほEいち巳るしく，

ある高さ(低所から約10m)以上はほとんE被害が念い. またとの浩林地の東側に，成林した

てラせんからまっ林がるって，その林縁にそふ狭い帯扶地内のとどまっの生育も比較的主(，

激害地とはっきりした封照をとみせてゐる.第1圏は，とくに質測した地形圃の上に描いた，と

どまっ誼林木の凍害蹴態の見取固でるる.なほ圃の等高棋は 1mごとに記入してある.また圃

の基準黙は D.P.頃高 18.70m)として示してるるが，後章に観測賭の比高をあげる場合には，

比較の便宜上，田昌IJ鮪 9(，民高 19.43m)の高さを基準面とじ亡計算してるる.

前究の鰹 過 と 方 法

上記の凍害遺林地内で，昭和 14年4月から 17年の 6月にわたり，最低気温の同時観測を

質施しまた必要と思はれるときは，附帯的に最高気温も観測した.

観測の箇所は， j訟なじ遺林地内の凍害放況のちがふ所で，主要な観測筒所の教は合計16，

そのうち 1・2・5・8・7・8の6黙は，主として最低気温と丘の軒面必よぴとれに謹なる凹地

の土地の高さとの聞係を求めるため昭和 14年tc設け， 9.10・11・1SD4黙は森林内外たよ

び林縁の最低鋸温を知るため昭和 15年に設け， 13・14・15の3黙は，地床僚件のちがひが最

低気温におよfXす影響を知るた必昭和16年に設けた. それらの観測鮪の位置は，呑競ととも

に第1圃に記入してある.・

最低気温のあらはれかたは，毎年かたりちがふため観測を多年つづける必要もあるが，そ

の聞には植生紙態がかはるばかりでなく，凍容の賞際にたい iては，多年の平均値よりも日々• の観測値が直接問題になるし，またととなる観測鮪の最低気温の相互関係は，比較的短かい期

間内に知るととができる等の理由から，観測期間14)を必要の最小限度にとどめ，個室主乞かぎら

13)凍傷木の待有な形態については， W. Schadelin， Beitrage zum Kapitel Spatfrost. Schweiz. Zeitschr. rorstw. 

1920， S. 329τ344. 
14) Geigerは地上 0.05mの最低議温を観測する揚合， 14日の厳測で兎分であるとした. Spatfroste auf den 

Frost自墨とhenbei Munchen. Forstwiss. Centralbl. 1926. 291-293. 
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れた器械をなるべく有効κっかひ，研究の内容を豊かにする方針をとった.そのため観測黙を

移動させたから， 14年以来f 引積き 3年間， 5月・ 6月の最低気温を測ったのは，前記 2の観

測駐?とだ一つでるった.

寒暖計の設置箇所は，根栽木が枯損して生ヒ?となるべく大きい宰隙をえらみ，雑草類は治

よそ 2m 乎方を刈蹴ってその直棲~響主のぞき，寒暖計は，温風と取扱の便利を考へ℃設計し

た内外白ペンキ塗木製長方形の覆箱 (20x 15 x'jO cm)に入れ，寒暖計の地上高はすべて 0.25.m

としたla¥ とれば，大韓，とどまヲ・えぞまつなどの山出苗の高さにあたる.

使用した寒暖計は太田製の横掛最低寒暖計で，目盛はすべ 10 の分刻は間隔およそ 2.5

mm，， 10以下は 0.10 まで目測により，器撃については充分注意した.なほ昭和 15年以後は，

服部製中型7日用とま屋製中型 1日用を夫々敷個づっ楠功としτ用ぴ，とれらの自記器も前記

の覆箱とほとんど同t型の別の木箱にいれ，主要の簡所に寒暖計とならぺて同ヒ高さに設置し

た'/

観測時は 16年5月e日まで14時，その後は 10時に慶更し?と・ーしかL質際0観測時は 14

持30分 -15時たよび 10時泊分 -11時ごろで， 各観測鮎の巡回I'C;;-よそ 10-加分州ゆ

たから，各観測黙の正しい観測時はそれだけFの相違があったととになる.

なほ，観測。方法については，必要の剖度のべるとととす1る.

また造林地の低気温のため，植裁した苗木が凍害をうけてゐる事賓を確めるため，それぞ

れの観測結附近における被害調査を行().，また，おもな観測貼附近に，健全なおなじ年齢の首

木を板~，それらが衣第に凍害をうけてゆく有様を観察した.

Lたが.って，との稿にるつかった浩林f也の低気温の問題は，ただ森林気象の問題として単

調に考へてゐるのではなく，同時に詰林上の問題として，いつも雨者をむすびつけて考へてゐ

る‘

また士吉林地の低気温は場所ごとにちがってをり，その様態を明らかにするに除相互の比較

が必要なのだが，相互のるる大きい傾向をしる説宜上，しはしば千均気温を計算 Lたただし〆

凍害を問題とする場合には，平均値よりも，凍害を生やるひとづの極端な場合がいっそう重大

でるる16) したがって霜日の低気混を告に問題とした.霜日とは一日の最低気温が， 00 または

1o) Geigerらは， 1927年以後， しばしば Sixthermometerを襖のままっかつてゐる・寒暖計の高さは目的によ

りことなるが， O.~5in の地上高はしば Lば用ひられた.

16)誌を株上から，気象観測の平均値にのみ車買ってはならねといふととを，すでに Buhlerは注意してゐるのだ

が(¥Yaldh:<u1. Stultgart 1918.-S. 71.)，その後おな Cζ とを註意した事者に Iくrauss，Rub吋r，Dengler， ¥Vrede 

その他がある.なほ MUlichund Lioke， Tharandter. Fors:1. Jahrb. 1926， S. 137.ー--R. Geiger， Forstwi描.

Centralhl. 1926. S. 281.参照.
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。。以下に降った日と解した17). 

1. 問地の低集温

昭和 14年に設けた 1・2・5'6・7・8の諸観測賠は， 凹地および斜面上の土地の高さと

最低気温の関係をあきらかに示して〈れ?と18). とれら¢諸貼はたよそ 150x 200 mの比較的せ

まい地区内にあり，大韓直角に交はるこつの方向和弘上.に配置L，“ therrniseheQuerschnitt" を

形成させた.便宜上，隣接してゐるからまっ林内に基準泌をとれば，との六つの観測結のうち，

霜孔の底にあたってゐて最も低い 2の高さは O.う7rn (民高 20.00rn¥ 最高貼 8はIi:の中腹に

るって高さ 12.90rn (買高 32.33rn)， たほ約 14rnのぼれば丘の頂 27.53rn (買高 46.96rn)で

るる. 5 0高さは 8につぎ， 1・8・70三貼広ほとんE高さがひとしく，相互の差は 0.2rn 

にみたない.大躍の地形上， 1・2・5・6"7([)観測結は， 8の観測票占を設けた丘つづきの凹地

上にあると見てよい.

5月・ 6月の最低気温の観測i自と，とれから計算した各種。平均値は第1表である.

表のとほり， 14年v5月.6.月にあらはれた最も寒冷な自は 5月 14日で，との日 2の最

低集温はー8.2'， 六つD観測黙の平均は -6.380， ヨえぎの寒冷日は 5月 16日で同様の平均は

-6.070 であった.との5月中旬以降は苫小牧の丘陵地の，とどまっの開葉季にあたってをり，

そのとろ膨らみかけた芽や新葉は，大韓 _40以下の低温にあへは・被害を生じ _60 といふや

うな低温に耐へえないととを観察してゐる19). 大正 9年から行はれてゐる苫小牧演習林露場の

気象観測によると， 5月中旬には必歩寒の戻りがあって低試温があらはれ，著者が昭和 17年ま

で繰返した気象観測の結果も，同巳事責を認めなければならない.従ってr's小技の 5月の中旬

は，林聖子D凍害の危険季であ札膨らみかけた芽または開票首初の新葉D被害は看過さtrやす

いが，寅際の被害は甚大であって， との凍害造林地のとどまっも，恐らく 5月中lI]の烈しい低

気温のため，毎年最も多〈害されて来たととと思はれる.

共ぎに観測の主友目的とした各観測結の兵地の高さと最低気温の閥係は，第1表の b月の

17) Muttrich， yber Spat-und Frlihf:山te.Z出伽.f. F. u. Jw. 1898."202. なほ氏は 5・6・7月にあらはれる

ときは晩寝， 8‘9月にあらはれるときは早績としてゐる.しかし生育期または議i晶の上昇期重た下降期を

もって晩寝・早霜を砥別する ζ ともある.

18)地形と低気温の闘する繊念は次の書でえられる.

M. Woelfle，可Valdbauund Forstrneteorologie. Neudamm und Rerlin 1939， 16. 

R. Geig:er， Das K1ima der bodennahen Luftschicht. Braunschwich 1927， XI. 

19)開業期の樹木の芽は，大盟ーが前後が凍死の限界温度となるや弓である.
-Rulmer， Spatfrδste und die Verbreitungsgrenze unserer V.'"ldbaume. Forstwiss. Centralbl. l!)21， S. 43. 

稲垣乙丙，新編農業気象拳.247-8頁.

. . 



( 8 ) 

第 1表 問地と丘の斜面上の最低気温。C， 昭和 14~

1. Z 6. 7. 5. 8. 

比高 (m) 2.53 0.57 2.46 2.63 4.04 12.90 

V. 1 -3.0 ..;，. 3.7 -3.9 -3.6 """， 2.9 ~1.5 

2 3.8 3.6 2.7 ‘2.4 4.3 4.2 

3 3.3 3.6 3.2 2.3 3.6 4.0 

4 -2.2 -3.2 -3.2 -2.5 -2.0 -0.3 

5 -1.6 -3.0 -2.8 -2.6 -2.0 -0.5 

6 -1.6 -2.6 -2.7 -2.3 -1.8 -0.5 

7 2.9 1.4 1.3 1.2 2.6 3.6 

8 -3:2 -4.6 -4.5 -4.2 -3.1 -0.9 

9 7.5 7.2 7.5 7.5 7.6 7.6 

10 -0.3 -1.0 -0.9 -0.8 -0.2 1.1 

11 5.1 5.2 5.3 5.2 5.2 5.3 

12 7.2 7.3 7.4 7.2 7.6 7.3 

13 -2.2 -3.5 -3.0 -33 -2.5 0.4 

14 -5.2 -8.2 -8.0 -7.5 -5.9 -3.5 

15 1.2 0.3 0.3 0.2 '1.2 2.2 

16 -5.6 -7.0 -7.1 -6.7 -5.7 -4.3 

11. ~4.2 ..... 5.5 .:... 5.3 -4.8 -3.9 -2.3 

18 -3.0 -4.2 -4.0 -3.6 -2.8 -1.4 

19 3.3 2.9 2.7 2.8 3.3 4.2 

20 8.7 9.0 9.0 8.8 9.0 9.0 

21 3.3 3.3 3.5 3.3 3.3 3.4 

22 4.7 4.7 4.7 4.7 5.0 # 企8

23 5.5 5.7 5.6 5.5 5.7 '5.7 

24 〆 3.7 3.2 3.4 2.8 3.5 4.0 

25 5.6 5.7、 5.8 5.6 5.9 5.9 

26 5.3 5.5 5.8 5.3 5.6 5.5 、
27 5.0 5.3 5.5 5.1 5.3 5.2 

28 6.0 6.3 6.4 6.0 6.4 6.2 

29 6.3 6.5 6.6 6.4 6.6 6.5 

30 5.5 5.7 6.0 5.0 5.6 5.7 

31 5.0 5.3 5.5 5.0 5.3・ 5.3 

月 平 均 2.15 1.65 1.70 1.63 2.25 2.96 

望書日平均 (11日) -2.92 -4.23 -4.13 -3.81 -2.98 -1.25 

非望書日平均(20日) 4.95 4.89 4.91 4.62 5.13 5.28 
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観測貼番務 1. 2. 6. 7. 5. 8.・

比高 (m) 2.5.3 0.57 2.46 2.63 4.04 12.90 

VI."1 -1.1 -'1.2 -1.0 -1.4 ~ 1.0 -0.3 

2 4.8 4.3 4:3 4.3 5.0 5.0 

3 4.3 4.6 4.7 4.5 4.6 4.& 

4 7.3 7.6 7.5 7.4 7.3 7.5 

5 1.1 0.0 0.2 '-0.3 1).9 2.2 

6 5.5 4.5 3.9 I 3.7 5.5 6.0 

7 3.0 2.3 2.3 2.0 3.0 3.8 

8 2.3 1.0 1.7 1.5 2.2 3.6 

s 11.3 p.O 11.7 11.3 11.8 11.6 

10 9.5 9.6 9.8 9.9. 10.0 12.0 

11 2.5' 1.2 1.6 1.5' 2.5 5.0 

12 6.0. 5.3 5.5 5.1 6.0 7.0 

13 9.1 9.3 9.5 9.2 9.3 9.3 

14 5.5 4.5 4.8 4.4 5.5 6.7 

15 3.7 1.7 2.5 2.0 2.8 4.0 

16 . 8.2 7.7 8.0 7.6 8.5 9.1 

17 11.2 11.5 1l.'7 11.3 11.5 1I.5 

18 12.0 12.3 12.4 12.2 12.4 12.3 

19 11.6 12.0 ~2.2 11.9 11.9 I:.!.1 

20 1l.2 11.3 11.5 11.2 11.4 11.4 

ーら

21 9.0 8.6 9.1 . 8.9 ~9.~ 9.9 

22 12.2 12.4 12.8 12.3 12.6 12.6 

23 11.2、 11.5 11.6 11.4 11.4 11.3 

.24 11.0 n.3 11.5 11.2 11.3 11.3 

25 9.6 9.8 10.1〆 9.6 10.0 9.9 

26 8.9 9.0 9.3 9.0 9.1 8.9 

27 9.9 10.1 10.3 10.0 10.1 10.0 

~8 9..7 10.0 10.3 9.9 10.1 10.1 

29 10.3 10.5 10.8- 10.3 10.6 10.1 

，，30 12.7 12.8 13.1 12.7‘ 13.0 13.0 

月 平 均 7.78 7.55 7.79 7.49 7.95 8.38 

5・6月平均 4..92 4.55 4.'10 4.51 5.06 5.63 

軍富日平均 (13日) -2.47 -3.67 -3.55 -3.35 -2.53 -0.91) 

非軍富日平均(4881 6.93 6.78 6.93'" 6.64 7.11 7.39 
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J 平均・ 6 月の平均いづれ~見ても， 2 -5-・ 8 の三黙に闘するかぎりは，高所ほ E温暖で~.る.

6-7の二鞘の高低差は僅かO.limにすぎないが，諌害が問題となる霜日には，やはり少しで

も高い7の方が温暖でるる.一般に観測黙の土地の位置が高いほど温暖と主主る闘係は，霜日に

明らかにるらはれ，同ヒ霜日でも寒冷ゑ霜日ほE著し〈あちはれる.以上の闘係は 5月匂霜

日11日の平均・との霜日を除もいた5月の他。却日 f便宜上非霜日とよぶととにする)の平均・

最も寒冷であった 5月 14日の

最低莱温を比較すればよミわか

るので，第1表から更に第2園

を描いでみた.J支封に，比較的

温暖な日の傾向も会なヒ固に示

したが，霜日を除いた 5月の 20

日の平均と 6月の千均から知ら

れるやうに，各黒占相互の最低気

温の差は非常にすくゑい.また

比較的温暖注目の各黙相互の閥

係は，霜日のやうに規則ただし

く左く，金程としては闘のやう

た傾向を認めるけれEも，個々

の日の相互関係はやや不規則で，

たとへば8が5よbも低温であ

ったり， 2が比較的高温であっ

た bする.しかしいづれにせよ，

相互の差は小さく， 10 を越へる

ととはまれである.

共ぎに，1は 8-7とほと

ん e同じ高さにありながら，た

とへば5月の平均では約0.50暖

かし とくに寒冷な霜日 (5月

14日)には公よそ 2.50 も暖い.

ま?とsの最低気湿吟，暖い日に

s 

。

.5 

A 5月平均

R 6月平均

E 

D 

A 

.2凪

C 5月の霜日平均 (11日)

10 

5 

o 

昭和14年最低気温

D 5月の非軍書日平均 (20日)、

a 5月14日(霜日)

b 5月20日(j羽目)
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7よりいくらか高温となり，患い日はその反封となる傾向をも9 てゐる.まへtz:述べたとほり，

凹地の斜面では，土地の高さをますにつれ最低気温も宵くなるととが明らかだが，なほ他ρ僚

.件出影響するため，同じ高さの土地に必守しも同ヒ最低気温がるらはれない.とれについては，

また別にDペる.

2. 斜面の高さと低集温

斜面をなす土地の高さによる最低集湿の差を知るため，昭和 15年と 16年の 5・6月も，前

年にてコづけて観測を貫施した.ただし前年の経験から，土地の高さむ影響が特にはっき P現れ

てゐる 2 と 8 の観測賠~えらみ，また丘の頂にるって，中腹の 8 よりもなほ 14.63m たかい 12

において補助的な観測を行った.

8よりも高い観測結12の最低気温が， とれよりも高温であるととは猿想されたととでる

札結果もそのとほりであっ九 a しが L 観測は，とどまっの凍害に最も~険制月の中旬まで

とし，その後は器械をもっと有効につかふため，ほかの観測黙にうつしたから，そり後の観測

はない.

2・8・12の以上白観測値は第2表である. 欄の下にそ 2・8れぞれの月の平均， 2の霜

日の子均，おなじ日の 8 の平均~あげて比較した.昭和 15 年 5月の 2 の霜日は 15 日で e月に

は霜日がたし 16年5月の2の霜日は 18日， 6月は 6日でるった.

2の最低気温が8よりも低いととは，依然として 14年とかわりなし月c平均では， 14年

5月む雨者の差 1、.310 にたいして 15年の差は1.950，16年は1.99ρ=で，差の三箇年の平均は

L750 となる.また6月の差は 14年V 0.830 にたいして $:>'960 と 1.210，差のさ箇年の平均は

1.000，とれらはいづれも 5月の差よりも小さい.

霜日にあちはれた2と8の差が，月平均も差よりかなり大きかったととも， 14年とおなと

でるる. 5月について見れば， 14年の 2.980 にたいし，15年も 2.960 でほとん E等しかワた

が;16年もまた求?といたなじととで 3.010，差の三簡年の平均は 2.980 とえにる.

、毎年の 5月‘ID，それぞれの霜日にみられた2と8の差の最大として 14年は 5月 14日の

4.70， 15年は 5月24日の 4.00，16年は 5月 15日の 4.50があげられ，毎年 40前後。差があら

はれてゐるととを知る.たとへば 16年には，とのやうな霜日が 4日あった.とのやうに，それ

ぞれの霜自には，平均値がしめすよりもはるかに大きい差がるらはれてゐる事貰を，とくに注

意しなければたらない.

12で行った観測は第2衰のとほりに 15年は 5月2日から 18日まで 17日間， 16年は 5

月 1 日から 14 日まで 14 日間であったから，との結果を 2 ・ 8 と比較するため，~友じ観測期間
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.2重量 斜E土の.低調E温。C 昭和'15"手

視測E占番渡

先高 (m)

2. 8. 

0.57. 12.90 . 2'1.1i3 

]2. 2. 

0.57 

8. 

12.90 

V. 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

]0 

。。

a
a
z
n
v
o
o
o
o
d仏

Z

4

・a
n
w
w
v
h
H
"
d

-

-

-

-

-

h
u
.
Q
u
o
a
o
a
a
u
@
a
a
-
z
a
u
aを

a
u

(

，

-

一

一

-

一

一

唱

a
a
h
M

。o
a
'
R
H
O
O
W
4
0
0
0ぴ

A
U

噌
』

'
A
'
・4

噌

且

唱

Z
'
a

噌

且

唱

a
'
a
o
a

-7.9 

-3.8 

8.0 

6.8 

-6.0 

-2.9 

6.0 

6.1 

1.6 

-4.7 

21 - 0.] 

0.9 

1.3 

← 4.1 

0.9 

-5.1 

5.3 

7./1 

8.5 

8.2 

2

3

4

6

6

7

8

9

0

ー

の
a

。“・

0
6

の
a

の
a
o
a
o
a

の
ha

。
u
q
u 8.2 

-'1.2 

-0.6 0.8 

3.7 3.7 

3.7 4.1 

-3.6 -2.7 

-0.6 -0.1 

5.6 5.1 

-3.7 ..:2.6 

-1.5 -0.5 

-3.1 -2.1 

-5.1 -4.1 

-1.2 0.6 

8.1 7.7 

7.1 6.5 

-2.9 、 -1.4

-0.6 0.4 

6.1 5.6 

6.8 5.5 

3.7 

-1.8 

2.3 

3.9 

3.7 

-0.] 

4.3 

-2.0 

6.8 

8.1 

. 8.7 

8.2 

8.1 

位

， 
Vl. 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

]2. 

]3 

14 

15 

]6 

11 

18 

111 

20 

'
A

。“・
d
w
a
‘・
k
u
a
υ

守

'
Q
u
a
-
-
A
U

。
“
・
の
a
o
u
'

の
a
o
a

の
u'

の
必
の
L
a
o
a
q
ω

9.4 

8.4 

7.0 

0.2 

6.8 

6.4 

10.8 

1.9 

4.2 

8.1 . 

9.8 

9.5 

4.2 

7.2 

9.9 

10.3 

10.2 

]0.3 

10.1 

10.4 

8.9 

11.5 

11.0 

8.5 

11.3 

8.3 

4.2 

6.7 

14.7 

13.5 

5 月平均 1 011 206 i6 月予均 I 8必

創刊 (151'1)I -5に -2.11 5.6月刊 4.26

9.4 

8.5 

7.5 

3.7 

6.8 

7.1 

11.0 

4.6 

6.3 

8.1 

9.8 

9.8 

6.2 

8.9 

]0.2 

11.4 

]0.1 

]0.3 

]0.5 

]0.9 

]0.4 

11.8 

11.3 

9.8 

13.8 

10.7 

6.5 

7.4 

14.7 

13.8 

9.38 

5.72 
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同 昭和 16年
， 

観測I'i番披 2. .8. 12. 観測駄番競 2. 8. 

比高 (m) 0.57 12.90 27.53 比高 (血) 0.57 12.90 

V. 1 - 9.0 -4.8 -3.6 VI. 1 .-3.1 -0.6 

2 - 3.4. 0.2 1.1 2 10.8 11.0 

3 1.0 3.0 3.4 3勉
一ー ・h 9;4 9.5 

4 一.7.6 -4.5 -3.5 . 4 9.5 9.6 
ポ

B 4.5 5.4 5.4 5 7.4 7.5 

-6 2.1 2.3 2.5 6 8.2 8.6 

7 - 9.5 -6.5 -4.7 7 9.6 9.5 

8 - 1.6 1.6 1.5 8 4:9 4.7 

B - 5.2 -2.5 -0.1 9 -1.4 1.8 

10 7Ji 7.7 7.6 10 -1.7 0.2 

~ 

11 - 6.2 -2.8 -1.1 11 1.3 4.2 

12 - 6.8 -4.6 -2.1 12 4.4 6.7 

-13 
、、

‘ .-.11.2 -7.1 ~5.1 13 広2 8.2 

14 一 1.1 1.6 2.7 ← ]4 -0.9 1.5 

15 -6.7 -3.2 1ii 8.3 8.5 

16 -10.9 -6.5 ， 16 -0.5 1.9 . 
17 - 5.4 -2.2 17 ‘ 0.2 3.2 

18 - 4.8 ~ 1.7 18 7.7 7.8 

19 7.5 7.8・ 19 8..2 8.2 
同

-1.7 
/ 

20 0，4 20 0.2 3.4 

21 3.2 5.4 . 21 10.3 10.4 

22 - 2.1 0.7 22 10.2 10.3 

23 9.2 9.5 23 0.0 2.0 

24 6.8 7.4 . 24 3.9 5.4 .比

25 4.2 4.3 . 25 3.5 5.5 
喝・

26 、5.3 5.6 争 26 7.8 9.1 

27 8;() S.5 27 16.4 • 16.3 

28 . 8.2 8.0 28 
〆

5.9 8.3 

， 29 1.1 0.0 29 5.0 7.3 

30 7.0 7.1 30 14.7 14.6 . 
31 - 2.1 -0.4 

5 月平均 -0.71 1.28 6 月平均 5.61 6.82 
、

事E日平均 (18日) -5.36 -2.35 霜日平均 (6日) 一1.27 1.13 
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にういて第3 表をつく"?~ヒ. 2に霜日があらはれた¢は，雨年とも 10日づつであった.

第 3表 斜面上の卒均最低鍍温とそれらの比絞。C 5)J中旬まで

一一一一
観測酪番披 2.. 8. 12. (2.陶 8.) (8. -12.) (2. -12.) 

比 高-(m) 0.'-'7 12.90 27.53 12.33 14.63 26.96 
¥ 

喝‘ 昭和 15 ~事

E月平均 (t7日) -0.84 1.01 1.66 1.85 0.55 2.40 

震日雫均 (10日) -5.13 -2.29 -1.17 2.84 1.12 3.96 

昭和 16 .IJ! 

s月平均 (14日) -3.32ヘ -0.79 0.29 2.53 1.08 3..6l 

..日平均 (10日) -6.J6 -2.94 -1.49 3.22 1.45 4.67 

2は最も寒冷， 12は最も温暖， 8はとれらの中聞にあり，表のとほり， 15年Q.)12は8よ

りも平均0:550たかく ，.2よりも 2.400たかい 16年はそれぞれ1.08。と 3.61。たかいのであ

る. 霜日の差はいっそう大きくるらはれ， 15年。1'2は8よりも卒均 1.12。たかし 2よりも

3.960たかい.16年はそれぞれ 1.45。と 4.67。たかいのである

霜日にるらはれた12と80差の最大は， 16年5月 12日。 2.50，12と2の差の最大は翌

日日の 6.10である. とれをもって見るに，と、どまっの凍害のため特に危機となってゐるそ0

開葉季@霜日において，丘の裾の2と，とれかち 174mはなれ 27mたかいその丘の頂12との

聞には 40 内外の差が普通にあらはれ，時に 6。以上の差があらはれてゐるととを知るのでる

る.したがってとの丘θ斜面は，凍害にたいして，2よりもはるか詑安全でるり，また登るほ

ε最低集温は高いととがわかる掴).

たほ..2ととれより 12.33mたかい 8の裳は， 8ととれより 14.63mたかい 12の差よりも

ほとんど常に大きい.とのととは科面上の土地の高さの閥係のほかに，地形と， 8と12のちか

くに成林しかけてゐるとどまっとどいったうひ林の影響があるやうに思はれる. 2 Q.)ちかくに

は全〈樹木がない.

e第3圏は第2表と第3衰から 2・8・12の最低書記温の関係包毘やすいやう広闘にまとめ

たもので， 15年5月(1.)'17日間の王子均 (A)，同期間内の霜日の平均 (C)， 16年5月の 14日聞

の平均 (B)，周期間内の霜日の平均 (D)を記入し，なほ2と12の聞の差が最大であった 16年

5月 13日と (a)，とくに高温で'I.>"?'k同年の 5月5日(めと， 10日 (c)の最低集温を記入して

20)傾斜面は凍害がす〈ないといはれてゐる Rubner，Die Spatfroote upd die V田 breitung5grenzeunserer 

wアaldbllume. Ii‘'0 5twi，;s. Centralbl. 1921，49. 重た“抗'arme1 f ang7one"の京在がいはれてゐる R.Geiger， 
Mikroklima und Pflallzenklima. Berlin 1930. 30-31. 
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ある.闘にみるとほり，低温注目ほ ':-2と12の差がいちヒるしく，、 2と8の閥係も治:11ビとと

でるる. しかし高温注目の 8は， 12よりもすとし高温に友
。c

c 

5 F 
U 

~ 

第S圃丘の斜面の最低集ia

(5月中旬まで)

A 昭和 15年 5月平均 (17日)
B昭和16年 5月平均 (14日)
C 昭和15&j!.5月露日平均 (10日)
D 昭和 16"手 5 見舞B~均 (10日)

a昭和 16"手5月13日
b 昭和 16-"手s月日目

c昭和 16Jp. 5月10日

る. とのやうな日比 15・16年をとなして 7日観測された

が，その差の最大は 15年 5月 14日の 0.60であった.

!l 田地および斜面上の霜日

3年聞の 5月・ 6月にあらはれた霜日日教と，経霜日 f最

後の霜日の意味で)を各観測結ごとに記入すれば第4表であ

‘ る. 前述のとほり，昭和 14年の観測乞その後もつづけたのー

は，比較のため特に重要注2と8の観測賭だけでるるから，

その他の駐には 15・四年の記入がたい.

第 4表 問地および斜面上の籍回

同番競 1.2・L ~ ~ ~ & 

昭和 :4"手
縁日目敏

終軍書日

凍答日目重量
凍害日午均最
低集温

13 12 10 12 12 ゐ13

VI. 5 ¥'1. 1 ¥'1. 1 Vl. 5 VI. 1 VI. 1 

4 3 4 32  1 

-6.23 -4.50 -6.10 -5.65 -4.A8 -2.88 

昭和 15年

事書目白鍛 15

挟需日 IV.26

凍害日 H般 6

凍答日平均最 I..:.. 5.75 
低集i盆 l 

焔

m

a
a
Z

創，
a

胃

A

-

1

-

1

4

一
。
ha

-

-

V

一
昭和 16.

需日日数 I 24 

終望書日 IVI. 23 

凍害日目厳 'f

凍害日平均最 I-7.43 
低集温 l 

--A 

唱

i

白
U

4

・
1

:

T
A
g
-
&

十

4'

v

一• 需日日聾主計

平均快露目

凍害日日貨計
凍害日平均最
低朱温

52 

VI. 8 

17 

-6.55 

38 

V.30 

5 

-3.21 

場所により比醸的寒冷友観測賭と温暖な親測鮪がるるた

め，家向。日教は観則賠によりちがってゐる. 14年の1・8・

5<0観測黙の霜日日教は互にひとしいが; 8の霜日だけは他
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より 2百または3日ナ〈左い.型15年の霜日段.2と8の閣でさへ， ，とだI自の差にすぎなか

しかし.16年の同ヒ2と8v霜日の差は貰に 10日であるかち，年によっτは寒冷1:t箇

所も温援な箇所も霜日日教にほとんE差がないかわ O.年によってはまた著しい差Vi1うるとと

がわかる.格霜日についても同じことがいはれ.14年。格霜日は2と8v聞に 4日差があるだ

けでjまた. 15年の格霜日は2も8も同じ日であるのに. 16年v2と8の聞には賞に 22日も

った

差がるるのでるる・

観測賄12の霜自については， 5 

月中旬までの観測2同の範固でも，第5衰のやうに 8よりー居す〈ない傾向があT.またそれ

は賞然と考へられる.

観測期聞がちがふため以上とおなじ比較はできたいがp

(5月中旬まで)• 斜面上の霜目第 5表

2のやうに比較的寒冷な箇所は霜

観測，日重量|

寝日目鍛|

凍 答日日数}、

凍害日平均最低朱温 | 

12. 8. 2. 君主容結t
 

劃
M
E
n-観

日が多く，従って凍害の危険も大きい

限利 150:1詳8のやうに比較的温暖な箇所に反し，

"
'
-
w
d
噌

i

唱

A"
d
A
M

唱

A

噌

I

噌

i

17 

10 
は霜日が少1'1.く，凍害の危険も少ない

ととは，大樫以上からわかるのだが， 3 

-Z.53 -3.70 -6.87 

昭和 16年

14 

。。oo 

u、
7

2

4

-
14 

7 

1 

-2.77 

10 

3 

-8.07 

ず

A

d

告

の

a

q
O

唱

A

31 

17 

-Z.65 

s 
-4.27 

6 

-7.47 

観測日殿

霜日日厳

凍害日日銭

、凍害日平均最低気温

観測日軍主計

霜日目璽主計

凍 害 日 目 重 量 計

凍害日平均最低朱iI.

造林地に貰際凍害がるらはれてゐるの

は，経験によると O。の日からではな

とれより数度低い白からであるか<. 

ら.0。附近の，比較的暖い無害の霜日

を除いてみるとJ場所による凍害の関

係がもっとはっきりしてくる.とむ観

測を行ったとどまっ造林地の春の凍害

31 

20 

質際に

被害vibらはれた日の最低気温は前越のとほり大韓 _40 以下でるワ?とから，

霜日の全部と，10日以後ο_40未満の霜日をのぞき，被害がるった&者ρられる霜日日;敏乞
e 

e

敷へて，第4表と第5表に凍害日として記入して沿いた.

5月9日までの

は5月四日ごろから始まり，

とれを庇ってみるに，昭和 14年は2の凍害日 4日にたいし8は1日にナぎや， 8についで

1・8・7にたける凍害日の目，事質上被害Dすくない5は，凍害日も 2日zであると bがわかる.

教と凍害D現欣との関係はやや不明瞭だが，同じ観測を数年繰返すなら，恐らくそれらの凍害

"" '日は2と5の聞にあって， T.S ・1の順序に敷へられると苫と思はれる. 15年の霜日は2と8

の聞に 1日の差が現れただけでるったが，同巴方法す童生へた凍害日は， 2の 6自にたいして8
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は1日である.また 16年は注のす日にたいして8はg日， 3年間の合計は 2lV17日にたいし

て8は5日であ奇から 2-0とどまっの生育が反覆する凍害のため如何にはほまれ， 8はまた

とれに反して生育の比較的安全なわけが理解されるのである.

12で行ばれた5月10日以後の観測は臼教がいちじるしく少くないけれEも， 15年と 16年

をあわせた 14日について見れば， 2・8・12の凍害日は夫々 6日・ 3日・ 2日となり，との短い

観測Et敢にもかかはら十12の凍金日は2よりも相昔すくなしま?と僅かではあるが，やはり 8

よりもすくない傾向が見られ，とれらの閥係は凍害地θ現況ともよくァ致してゐるの/である.

第4表と第5表には，凍害目の平均最低気温を比較のため記入Lて沿いた・ 5れは霜日の

平均最低気温を比較した時と同様，最も寒冷な2の凍害日について比較してゐる. 14年の2の

f 凍害日 4日間 (14日・ 16日・ 17日・ 18日)の平均ば， 8だけ -40以上で，大障ととだI'Jは凍

害に安全でるったととを示してゐる. 15勾動凍害日/6日(10日・ 11日・ 15日・ 20日・ 24日・、

26日)についても同じととがいはれ， 16年の 7日 (11日・ 12日・ 13日・ 15日・ 16日・ 17日i

18日)の平均は 8も_40附近にあって時に被害生受けたととが察せられる.しかし，3年聞の

• 2の凍害日 17日の平均に沿いて， 8は_40 までは降ってゐない. また凍害日の2と8の差は

毎年3，20内外にあって， '0。及びO。以下の日を全部含む霜日の平均よりも幾分大きい差がるら

はれてゐ・る.第5表D凍害日の平均最低気温には， 12が2及び8より安全託傾向が， 2年聞の

平均i乙かなりはっきり現れてゐる.

4. 低気温!とおよ{ます種々なる影響

以上のやうに，斜[国土の土地の高さは，そとKあらはれる低気温に大きく影響してゐる〉

しかし第1表と第2固に見られるとほり，観測貼1・s・7の三黙の比高は夫々 2.53，2.46，-2.63 

m で相互の差は 20_cmにみたないのに， 1の最低気温は 8・7よりも可なりいちとるしく高いの

でるる.とれは注意しなければならない. 第s表はとの関係をよく見るために， 1とsの差ゐ

よび1と7の差をとくに 5月・ 6月の霜日につふて求め， あはせて1と5の差， 1と2の益を

附言己してゐる.

すなはち，霜日 13日開。平均では 1と8の最低気温の差 1.090， 1と7e:>差は 0.880，最

も裳冷であった 5河14B Kは1~ヒ s の差 2.80， 1と7の差は 2.30 にたつしてゐる.・おな巴日

の1と最も寒冷な観測賠2の差は 3ポ司沿ったから，大腫とれにちかい債である・ ー

とのやうに，1がかなりいちとるしく暖い理由は次ぎのやうに考へられる.第1画。とほ

り， tの位置は波状乙起決してゐる隆起の頂に近ししかも比較的風営りがよく，寒冷君主空気
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は温暖2主主星第と交換しやすい. しかし S-e7 tfいづ、れも寒冷な空気が集つで流れる凹みに位置

してゐるた必寒冷と友り， 1はBと7上りも暖かい.との地形。関係と共と， 1の観測結う西

たよそ 20mをへだ亡てゐる樹南たよそ 14mのからまっ林，その林縁にたいて一部分ゃうやく

閉鎖Lかけてゐるとどまっ造林ぷも 1を暖かくしてゐる.とのふたつの影響ば可なり大きh と

思はれる.
/ 

第 6表 霜島の最低気温の比較 。じ

観点IJ駄苦手続 (1.-7.) (1.-5.) (1.-2.) 
1I 

観測結番競 (1.-10.) (1. -2.) . 
昭和 14年 昭和 15年

V. 1 09 0.6 -0.1 0.7 1.3 

4 1.1 0.3 -0.2 1.0 2 M 0.7 

51 1.2 1.0 0.4 1.4 5 0.7 1.2 

6 1.1 0.7 0.2 t! 11 6 0.4 0.3 

8 1.3. 1.0 -0.1 1.4 8 T.l 1.4 

10 0.6 0.5 -0.1 0.7 9 1.0 1.0 

13 0.8 1.1 0.3 1.3 ]0 1.1 1.3 

14 2.8 2.3 07 3.0 11 0.7 0.8 

16 1.5 1.1 0.1 ]4 12 
/ 

0.4 0.7 

p 1.1 0.6 -0.3 1.'3 15 11.5 '0.8 

]8 1.0 0.6 -0.2 1.2 16 0.5 • 0.3 

20 0.1 0.6 

VI. 1 -0.1 0.3 -0.1 0.1 21 0.3 。.5
5 0.9 1.4 0.2 1.1 21 0.6 0.9 

26 0.5 0.7 

平 均 1.09 088ρ06  1.20 11 平 均 060 0.83 

また， 1と5の最低気温の闘保は以上。説明を補助してくれる.第 S表D とほり，霜日 13

日聞の平均で1は5上りも 0.06
0高七寒冷な日は 0.70まも高い.しかし 5の比高は 4.04mで

あるから， 1の比高は5よりかへって 151m fKいのである.5は第1園のとほ-V， S-7ととと

なb凹みのないやや買い絞斜面の上にあり，成育不整なとどまっ土輩格木が附近に散在し，その

孔際の一部?とは雑木ο幼木が疎生してゐるが早春は落葉してゐる. したがって比高と地形の澗

係からは， 5の最低気温が1よりも高くてよい筈であるけれ Eも， 1I'C.lなけるからまっ林とそ

の林縁の&どまっ造材、木D影響が著しいため，事賞は 1が5よりも暖かい傾向を示してゐると

思はれる.

昭和 1.5 年の 5 月から，林縁の気温を離日1Jするた~10の観測黙を設けたが， 1と10の最低

気温の比践は， 1が高さの影響乞うけて暖かいととを再(J確認させる.. 10は比高 0.81mの千

• 
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坦地の上にあり，からまっ林まで 9mで1よりも却ってと(rk近く，林縁のとどまっ謹林木も

1附近より脱して生長がよく， 1と1Dは共Kとれらθ影響をうけて而も 10の方がー屠著しい

筈であるが， 2.35m高い 1の方がやはり暖かい.

第B表は前とおな巴やうに， 15年5月の霜日 (6月にはとれが友かった)の 10の親測値と，

1と10また1と2の差をしめしてゐる.ずなはち，霜日 15日駐の平均で1は10よりも 0.600，

寒冷な日は1.10 まで暖い.10 C!)観測を行った昭和 15年は， Sと7の観測を省いたが，雨年とも

1と2(1)観測を行ったから，とれにより，昭和 14年の1と10の差を，かりに計算して求めれ

ば0.870 となり，大関1と7の差にaうたってゐる.

Eと7は大障にてゐるが，暖かい日のSv最低気温は， 7よりいくらカ高温とな t，懇切

目はその反封となる傾向者ごもってゐる.日中οBは日首りがよく風営りがすくなく， 日盛りの

14時ρ気温は， 5月・ G月の千ー均でBは7よりも 0.750高 <，温暖なときには 1.90
まで高温念

日(昭和 14・v・24)が知られてnる.したがって，輯射のさかん.でない曇った夜は比較的高温

がたも?とれ，晴れ?と夜はその反鈎の事情にあるものと恩はれる.

とのやうl'C，最低気温は斜面C高さの影響を大きくうけるほか，局所的た地形・日射・風

営り・附近の森林や樹木などの影響もうけるととがわかる. 1. S ・7の観測黙にたよぼしてゐ

る影響は以上白とほりでるる. #' 

たほ森林の影響，雑草の影響，樹木の傘下気温の性質なEについては，後でふれるととに

する.

つぎにまた，霜日の出現は天気に闘係がるって，よく晴.れた風のない放熱の盛んな夜ほど

低温主主霜日がるらはれて危除なととは，晩霜季の一般的主主傾向でるる.とれについては，昭和

14年を初!ftcとれば充分であらう.とのために第7表を・つくった・，

最初に議量との闘係だが，問題の凍害造林地から，約5ωmはなれてゐる露場で行った昭

和 14年5月D雲量の記録をしらべてみると， 霜日あわせて 11日の前日の夜22時の平均雲量

は2.8で晴，そのうちY同は雲量 0，霜日首Bの朝 6時の平均芸量は 3.7で晴，そのうち 6同は

・芸量Oでるった.とれに反し霜日をのぞく 20自の前日 22時の千均雲量は 8.2で曇，その 15

同は芸量 10， 6時は 9.3で曇，その 17同は雲量、10であるととろを見れば，霜日にはその前夜

から朝にかけて，よく2きが晴れてゐる関係がはっきりあらはれてゐる.

と心霜白区コ最低気温は，一般に低い場所ほ E寒冷で，高い場所は温暖たとと前越のとほり

だbL霜日 Kならなかった蓄量の多い自に段ドどの観測結も最低主義i置が高いばかりでなく相互

の差が少し第1表と第2圏に示してゐるやうに，低所ほど寒冷な関係も認められるが霜日ほ
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E整然とした聞係はたく，たとへば2よりも 7が相営寒冷κ友って歩る21).

〆以上の霜日にならたかった 20日

のうちの 9日はa 前夜の 22時から朝

の6時まで¢聞に雨が降ワてゐる (7・

9・11・12・15・20・23・26・27日).

従ワて雨が降ってゐたり，また降らな

くともいんうつな空模様の夜は， .，とと 1

へ5月の始めでも，霜日となる恐れの

ない暖かい夜と考へて差支へがない.

5月中最も湿暖であった 5月20貝は，

夜半から朝にかけて 1.3mmの降雨が

あった.第1表と第2圃のやうに，と

の日。各観測駐の最低気温は 8.70 
-

9.0。でほとんE相互の差がなく，寒冷

な霜日にいち巴るしく低温な 2とsは
5・8と同様9.00でるる. ただし，雨

模様の天候が念に晴れたときに，強い

霜日のあらはれる場合Jがあるととを注

意しなければならない.

つをに苫小牧、演習林は，大韓東南

tz:併行してゐる幾筋もの丘地をしめ，

しかもほとんど全域に雑木林と造林木

が繁茂し，丘にはさまれた凹地の風力

は徴弱でるる上に，夕方から早朝にか

け無風にちがい日が多(，、したがって

晩霜季の夜間の冷却は一般に促進され

てゐる.問題の凍害造林地の風力は羽1]

らなかった.しかし，前記露場で測っ

た14年5月之地上 6.9m f/)平均風速

30/ 

3/4 

4 

B 

9/ 
12 

13f 

15/ 

16/ 

17/ 

V.1/宮

2/3 

唱17
8/9 

B 

B 

生

B 

7 

5 

10f11 

11/12 

14f15 

18/19 

19/20 

20/21 

21122 

22/23 

23/24 

24/25 

25/26 

26/27 

27/28 

28;29 

29130 

30/31 

-

第 7表 霜固と非想自の天集

霜日

風力 (mfs)

22時 6時

0.0 0.6 

0.5' 0'9 

0.0 0.0 

。‘。 0.0 ~ 

。‘O 1.8 

1.1 0.0 

0.2 0.7 

0.1 1.3 

00 0.0 

0.1 0.5. 

0.4 4.7 • 
0.22 

~ 霜

22時 6時

0.8 2.1 

。.0 0.0 

0.0 。‘。
4.6 4.4' 

0.9 0.4 

¥ 0.0 2.2 

0.0 1.5 

0.0・ 0.6 

0.6 、0.5

0.4 5.1 

。~.ù。 1.6 

0.1 2.5 

2.1 2.0 

り.1 -0.0 

0.2 0.5 

0.9 。。
0.0 0.1 

0.2 12' 

0.6 0.3 

1.1 0.0 

1.25 

R 雲 量. I雨量(mm)

22時 6時十22宅時
. 。10 

6 1 

10 。. 
10 。
。10 

5 10 。。
。。
。。
。-10 。。
2.8 3.7 

日

雨量(mml

22n寺 6時 22-6除

10 10 

10 10 0.0 

。 6 0.8 

10 10 17.4 

10 10 2.0 

10 10 1.7 。10 0.5 

10 10 

10 10 1.3 

8 7 

.10 10 

10 10 0.4 

。10 

10 10 
ふ

10 10 4.4 

J.O 10 2.3 

10 10 

6 2 

10 10 

10 10 

8.2 

21)“Mikroklimatologie iot 'Schonwette.klimatologie." Geiger und Amann， Forstwiss. Centralf:u. 1¥139. 480. 
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は，_22時 0.56m/s，6時 1.15m/s， 22時の静種目数 (0.5m/s及びそれ以下)は 21日， 6時は

15旬区在宅コてゐる.5月106時の平均風速 1.15m/sはむしろ異例で，たとへば翌日年105周

の6時は 0.30m/s，従って 6時D静穏日童文も 24日となってゐる位である. 問題ρ越林地と露

場の風力はちがひ，丘と森林に固まれてゐる埴林地ははるかに弱く， ととに地表附近では徴弱

なのだが， 14年5舟の霜日 11日四平均風速を求めれば，前夜22時は 0.22-m/sで静穏日数10

日， 13時は O.9om/sで静穏日数5日となり，やはり霜日は風力り弱い傾向が知られる.

なほ，前日午後の操度ほ，霜目白出現tc関係があるが，とれについては特に稿をあるらた

あて扱ふとととしたい.

5. 森林内外の{島集温

前述のとほり，との凍害による浩林不成績地に隣接し，すでに成林した遣林地があるので，

とれら二つの造林地の聞に現れてゐる最低気温の差を知るため，一昭和 14年の 7月から 17年0

4月まで必要な観測を行ヲた結果， δ・6月にづいて失のととがいはれる町

隣接造林地広大iE6年赦栽のてうせんからまっ林で，初め 6尺方形の 5本植とし相営密植

したものを，その後しだいに間伐し， 100 m2につき約 20本οぞいセ，現在およそ 40本の割に

残ってゐる.平均樹高 14m，林冠は閉鎖してゐて下木も下草も危い.観測慰9はとの遁林地の

中に~ p，西へ 33mで問題の凍害地に達し，北へ約30mで小Jllに境された林離にでるが，そ

の先は雑木林である.東と南には，いづれもすでに成林した造林地が蹟いてを t，従って9は

西側林縁に近い林内観測賠である.寒暖計の地上高は 0.25m，との寒暖計，また設置の方法一

切除他の観測鮎とおな惨である.

昭和 15・16年5・-6月の9における観測表，とのsと210閣の日'々 の差， 9と8の同様の

差を第8表にかかげる・ただし問題。ない温暖な日を除乱最も寒冷な 2の観測可附ける霜

日の，観測値だけをあげてゐる

表のとほり，昭和 15年5月の霜日 (6月は霜日が去かうた)15日聞のgの最低気温の平均

♂はー0.930，治主主じ 15日閣の平均でgは2よりも寛に 4，150暖かし 4問題の凍害地の主主かでは

最も暖かい 8よりもなほ王子均上 1.19。暖かいのでbる. 昭和 16年D結果も大酔持主主巳で，同

年の浦日は 5・6月にかけて 2-!日間あったが， 9の最低気温の平均.'10.000，9は2よりも平均

4.85。暖かく， 8ょDも1.480 暖かであった.従ってまた，日々にあちはれるとれら観測黙の間

部3林内の最低奈涯が林タ[、よりも高いととは， Eb恥erm旧n3悶aげye町r乃， Mi匁知L臼印i

時f代吃から知られてゐる. しかしとれは地表附近の気~のvととではなかワた・ Lorey-Weher， Handbuch der 
Forstwissenchaft. r. Tuhingen 1926_ 82→R6. . 
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の最低気温の差はいちヒるしく， 南年を通じて g と 2 のr..~tc あらはれた差の最大は 16 年 5 月

13日の 6.20，次ぎは同 16日の 5.80で，9と8の同様の差は 16年5月12目。 2.50 !::.同 6月23

日の 2.1"であった.

第 8 褒 霜自の林内最低気温と林外との比絞、 。C
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栽のため皆伐して成休にいたらなかった首時の最低気温は，地績きの 2と格別建はなかったと

しかもよく成林してゐるのは， ζ のてうせんからまつの耐寒性がとどまっにとと想像される.

23) したがって，古 Danckermannは，凍害にたャして伝も有効な保護手段は林冠による保護でるるといっ

た Zeitschr..Forst. Jagdwes. 1898. 406. 
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優るためと思はれる.そJI ゆゑ，凍害e:>~それある地にはじめて植ゑる K は，桜種をえらむと

とが必要で，とどまっはとの意味から不通営である.

また林内最低気温のたかいととな，北方の寒令f也乃遺体にあたり，前生樹または保護樹の

利用，また天然更新の有利hを示唆じてゐると考へられる.

6，林縁の低鏡温 (1) 

• 晩霜季D;林内最低気温が林外よりも著じく高¥i、事貫は，林縁の長低気温の傍態について，

，-r< 1'.;.からぬ興味をそそった・問題の凍害地のうち，前記のからまっ林に隣接してゐる沿よそ

10m胞の帯欣地帯には，とどまっが相官の成育をとげてゐて，ほ-かの被害地とは明らかに区別

できる祇態にibT，したがって大きい期待をもワて，とれに闘する翻測を昭和1-1年 11月から

同17年の 4用まで貰施した.

林家の寒暖 ;1 設置D箇所 10 は，前に一言したとほり，からまっ;f~可なりちかく，その最

も外側d柄 Y帥3ら離れるどと 9m，観測結附近に法林してるるとどまっは，すでに 4m内外に

生長したものもるるが，凍害とみなされる生育不良木と枯損木も相営あり， 10はとの枯損によ

って生じた孔際内 D雑草地tt:設け，その雑草はあらかじめ 4m~ ほと刈沸ひを行った.観測結

11 ほ，最俗には林識といひがたいげ~l ども，比較のため浸けたもDで，からまつ林を離れると

と24m，附近のとどまっ造林木の大部分は凍死し，生きてゐるにせよ起しい疎生状態にるる生・

一育不良の凍傷木は，その最も大きいものも樹高1.5mにみたないくらゐである.

前記の林内観測酷9と林縁。 10及びとの 11は官とんE一直線をなし，相互ρ距離は gと

10の聞が42m，10と11の聞が 15mでるる.またどれらはいづれも斜mie:>PiiV.Lf-担地上1'C.il!>
， 

り， 10と11は全〈高さがひとしし 9はとのこ髄よりも僅かο，08m低いだけで，三離の聞に

はほとんど高低差がないのである.寒暖計とその設置の方法は，ほかりすべての観測結と必な

じである.

第9表は 10.と 11における昭和 15・16繭年の 5・6月の観測値でるる.去に見るやうに，

5月10日頃からはじまるとどまっの開葉季の最低気温が，ほとんどー10。に達しまたとれを

越えるとともある事賞から， 10も11も所設凍害D危険を菟れえないと&がわか t，生育の貰

肢もとれを明らかにしめしてゐる.

しかし10と11をよぐしらべるたら，ある相違がみとめられる.すt;;.はち"， 15年の月平均

は極めて近いけれEも，僅かながら 10が11より低濯な傾向をどしめし 16年は反封に 10が11

より高湿な傾向佐しめしてゐる. また毎日の最低気温をしらてると， '10の最低気iJM.が11より
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第 9表 林縁の最低気温 。C
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高くなるか低〈怠るかは，大輯そぞぞれの日の集湿で定ま t，寒冷君主霜日において却はほと合

ε常に 11より高温であり，温暖な日はとれに反するととがわかる0である.従って 15年にも

10が11ょb高温な日がる t，とのやうな日は 5・6月を過して 3LIヨ敷へられ，， 0.80 (5月15

全館として最低気温か低かっまでの差がるらはれてゐる.日)または 0.70 (6月 4日， 9日)

た16年f.}:，毎日 10が高温で，反封に 11が高温で&った日は僅かに』日，

11が10よD高温念場合があってもその

10は 2.30 (5月7

四)または 2.2"(5月4日)まで11よ.!J高温でるる.

差ばあまり大きく君主く，雨年を通して 0.70 (15年 5月 18日1までの蓋を測ってゐるけれども，

以上から，月平均b上会ほ (Ð場合 0.2~ または 0.30 ぐらゐの差とみてよい.

~~うらはれた， 15・16雨年D 10と11の闘係。建0.につき説明がワ〈筈でるる.

せいぜい 0.50，

、とのやう~ 10と11の最低気温は，時々相官θ差をしめじてゐるけれども常に大きいとは

いへ友いから，雨所目の霜日日敢に大きい差は認められないが， 10の霜田が11よりも少いとと

はたしかである.第10表は 10と11にたげる 00及びr以下。霜日目童文をあげ，また議日白う

十ち，前にいったとほ !J，凍害が寅際起りうると考

へられる _40以下の日数，5月.10以後に _40以

下でとのとどまっ造林地K凍害がちァコ?とと見てよ

い日教をあげ，いづれも林内のsと開放地の2D

分を附記して参考とした.
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以上に反しsと10の霜日日教の差俗著L

<.それぞれ 11日・ 13日・ 8日をかぞへ，林内t乏

しかし 11と2の間にはほとんど霜日日数

れる.

7 

ilt 13 2 13 

5 

10 

昭 15

Ilir 16 

沿いτ_4O以下D日，はむしろ縁れなととがわかる.

の差が認められない.‘

(2) 

とれをと林内と開放地の最低筑温と較べてみるとよいから第4圏

林縁の働集温7. 

林換の最低鰍毘の特設は，
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主ゑがいた・ との園は林内09.ぜ林践の 1Oと1'，開放地とみなしてよい2にむける観測]1;直か

ら，昭和 15・1fii隔年の 5月あはせて・62日分をしめしてゐる.ほとんど問題のない 6月はD ぞ

きルそのかはり参考ρ?とめ丘の中現8の観測値を附記してゐる

園商Dとれ以上の錯綜rさけるため

毎日の目附は略しであり，ま?とある日の

分がほかの日 C分と交叉 L.たり，まれに

重ったりして，不明瞭なととろもあるけ

れEも，固によって杢贈の傾向はよくわ

かる筈である.すたはち，材拘の9はほ

とんど常に最も高温， J王の 8がとれにつ

ぎ，林縁の 10と1"悶放地の 2と次第に

低湿となり，またとれら.の三離は 9と8

よりも可なりいちじるしく低温である.

したがって林縁の最低気温は，森林をは

なれるほど低くたり， しかもとの 10の

やうに，森林から 9mもはなれると林内

より相首低いととがわかる.以上の傾向

は寒冷な日ほE極端にるらはれ，各翫測

艶 D聞の差J主大きくなる. とれに反 Ll

温暖な白はとれらの差が小さくたるばわ

りでなく，相互の闘係も殻分かわってく

る. 注意すぺき費化は 10・11・2，とく

に11が比較的現暖と友り， 多くの場合

全種々としていちじるしく高温な g・8が.

比較的寒冷とたるととで，との結果，林

内も丘の中腹も林様より低温念日が見出

される，理由は林内や北向Iきの丘の斜面

よりも，との西側林縁と開放地は日中の

日営りがよく，したがタて地i1iが高く，

、しかも最低気温の高い夜は前にのぺたや

第 4国昭和 15，16年5月最低気温 (62日)

A 5月平均 (62日 a 昭如 16年 5月13日

、B 5月霜日平均 (33日 b 昭和 15年 5月29日

C 5月非霜日平均 (29日)

fT 
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うに，概して地面の放熱1揮すくない」から，比較酌高い気温が地面駅近に保たれるものと，思ばれ

る.

第 4 園にはまた，以上の脱毛を見やすJするため， 1~・ 16 隔年 5 月の 62 日平均 (A)， 62 

日のうち霜日 33目の王子均ず(B¥，おなじく霜日ならざる日の 29日平均 (C)を太線で記入し，な

ほ極端に寒冷で，しかも各観測黙の気温の関係が典型的友 16年5月13日(a)と，反割に，温暖

ゑ日として典型的な 15年 5月29日を附記しである.

以上には 6月を省略してあるが，第11表には 6月も含占う，昭和 15・16の雨年10と11で

行った 5・6月の観測f直の中から，特に2が霜日であった日の最低気温をあげ，主主ほ比較の?と占う

9と10，10と2，10と11，11と2の閣の最低気温の差を夫々記入した.

15年の 2の霜日は 5月26白を格りとして 1.5日間あり， .16年の2の霜自は 6月23日を

終りとして 24日間あったから，雨年の合計は 39日である.とれら 15日・ 24日または 39日同

の平均は，いづれも第4園から知ったやうに， 林援の 10が林内のgより低温で，，，と 2より

高温なととを示してゐる. しかし10は，からまっ林からわづか9mはなれてゐるだけだが案

外低湿である恥. L7とがてコて gと10'の差は可たり大きく，-15年は約 40，16年は約 30の差で

るり，毎日の差はとれよりもたほ大き ¥， 4.70 (15年5月1日と 24日)， 4.60 (16年 5月13目)

等を観測してゐる.

またからまっ林から 24mの11の最低気温は， わづか2日聞の例外をのぞけば常に 10よ

り低温であるL ただしその差はgと10の差のやうに大きくなく， 15年の平均は 0.270，♂ 16年

1.030，雨年の平均 0.740•にすぎないが，毎日の観測に.は 2.30 (16年5月7日)までの差を測っ

てゐる.

また林縁の 10は開放地の2よりたしかに温暖で・あるけれども， 雨所の最低気温の差は意

外に小さく， 15年の平均は 0.230，16年i1.340，雨年の平均は 0.920，毎日θ観測には最大 2;50

(16年 5月4日)までの差があらはれる.

要するに， からまっ林にちかい林縁10の霜日の最低集温は，林内よりいちじるしく低温

だが開放地よりはたしかに高温で， しかも毎日の観測には開放地よりも相宮高温た場合があら

はれる.との林践の比較的高温な最低集温は，カ‘らまっ林をはなれれば低くたってゐるが， 24‘ 

mはなれたれにはなほ林践の性質がのとってゐる. 24m 1';長からまつの林高 14mの1.-7倍にあ

?とる.

との林縁のとどまっの生育にはh 林縁の最低気温の町布欣態が影響してゐるととが明らか

24)おなじ事を Geigerもいヨてゐる Forst羽 Is，.Centralbl. 1926. 289. 
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第 11表 豊田自の林緑最低気温お本び比較

観測結香務 10. 、lM)t10.-11) (10.-2.) (11._2.) 

昭 和 15 年

V. 1 -10.2 4.7 - 0.4 0.6 1.0 
/・

2 - 3.1 - 3.2 3.8 0-1 0.3 0.2 

B - 6.3 - 6.8 4.0 0.5 0.5 0.0 

自 - 2.5 - 2.3 2.3 - 6.2 - 0:1 0.1 

8 - 6.6 - 7.1 4.5， 0.5 0.3 - 0.2 

9 ← 4.5 - li.O 4必 0.5 0.0 - 0.5 

10 - 6.5 - 6.8 4.4 0.3 0.2 - 0.1 

11 7.8 - 8.1 4.0 0.3 0.1 - 0.2 

12 - 3.5 - 3.9 3.0 0.4 0.3 守 0.1

15 - 5.7 ~ 6.5 4.5 0.8 0.3 - 0.5 

16 - 3.1 - 3.2 3.5' ('.1 - 0.2 - 0.3 

20 - 4.2 - 4.6 3.5 11.4 0.5 0.1 

21 0.1 0.0 3.3 0.1 0.2 0.1 

24' - 38 - 4;2 4.7 0.4 0.3 - 0.1 

26 - 4.9 - 5.1 4.5 0.2 0.2 0.0 

平 均 (15日} - 4.84 - 5.11 3.91 027 0.23 - 0.03 

昭和 16 年

V. 1 - 7.5 - 8.9 3.8 1.3 、ィ 1.5 0.2 

2 - 1.8 - 2グ、 3.3 0.9 1.6 0.7 

4 - 5.1 - 7.3 2.0 2.2 2.5 0.3 

7 一73 - 9.6 2.6 2.3 2.2 - 0.1 正

8 0.2 ¥ -' 0.7 1.8 0.9 1.8 0.9 

9 .0.. 3.7 -' 4.7 2.7 1.0 1.5 O.e 

11 - 4.6 、- 5.7 2.8 1.1 1.6 0.5 

12 - 5.6 - 7.1 3.5 1.5 1.2 ← 0.3 

1:3 - 9.6 -10.7 4.6 1.1 1.6 0.5 

14 0.1 - 0.5 2.4 0.6 1.2 0.6 

15 - 5.1 ~ 6.4 :'.6 1.3 1.6 0.3 

16 - 8.9 -]0.1 3.8 1.2 2.0 0.8 

17 - 3.8 ~ 5.1 3.1 1.8 1.6 0.3 

]8 - 3.6 - 4.5 3.2 0.9 1.2 0.3 

20 - 1.7 -1.4 2.0 ‘ 0.7 1.0 O.3'~ 

22 -1.2 - 1.8 3.1 0.6 0.9 一 0.3

29 - 0.5 - 1.0 • 2.2 0.5 0.7 0.2 

31 - 1.5 - 1.6 2.5 0.1 0.6 0.5 

VI， 1 _. 1.7 - 2.6 2.6 0.9 1.4 0.5 

9 - 0.4 -1.1 3，2 0.7 1.0 0.3 

10 - 0.7 - 1.5 2.5 0.8 1.0 0.2 

14 05 - 1.0 2.9 1.5 1.4 - 0.1 

16 0.2 - 0.5 2.9 0.7 0.3 - 0.4 

23 0.8 0.1 3‘6 0.7 0.8 0.1 

平 均 (24日) - 2.98 - 4.02 2.95 1.03 1.34 0.31 
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で，からまっ林に密接する部分の生育が最もよく，遠ざかるにつれ凍傷木または凍死木が多く

， たり，同時に樹高を念に減じて生育がわるくな9てゐる.11間近の生育は， 2の極端さはない

けれども成林の見込みなししたがって凍害にたいする林縁。保護作用の，貫際に有効た幅は

必歩しも庚くない.との場合は1O-15m，ずなはち隣接からまっ林の林高とほぼ、ひとしいか，

または林高までにいたら砲距離である吹

8. 樹木傘下の低気温

遺林上保護樹の効果は古くから認められてを t，自然欣態でも，母樹ま犬は前生樹の傘下

にある雅樹が安全にそだち，傘外とはるきらが君主相濯をみせてゐる場合がある.問題の凍害地

は，浩林のはじめに，大きい前生樹t丁寧に除いたものらしく，従って前生樹の保護をうけ，

造林木が凍害をまねかれ健全にそだったと忠はれる箇所はなかった. もっとも，前記のからま

つの林献に，と，の種の保護作用を認占うるととができるけれEも，とれば別に考へたい.しかし

誼崎後 10年以上たってゐる現在は， はじめに建されたごく小さい雑木の類がその後相首大き

くなり，自然に侵入してきたものと一緒に，黒占々と，最高 4-5m‘までの小群圏をなして散在

~，保護樹としての効果があるかも知れない欣態に友ヲてゐる.よってi匂IJ、群圏の一つをえ

らみ，現在その傘下にどのやうな最低気温がるらはれてゐるかを知るため， 観測瓢 14に$まい

て，昭和 16年t月5日から 17年 4月30日まで観測を貫施した.

選定した小群圏は3本の若いはるにれからゑり 2謹がそれぞれ1.8m，底凄 1.0mの二

等謹三角形を注して集丸樹高はそれぞれ 3.2m， 2.9mおよび1.9m，樹冠の幅はそれぞれ

2.0m， 1.3 m訟よぴ1.3m，寒暖計はそのうち最も大きい樹の傘下に，根元から O.6mはなし

て置いた.寒暖計の地上高はほかの諸黙と同様 O.25m，覆箱その他の設置俵件もほかの諸賠o

おなじであるが，ただ観測黒占附近に1.0-1.5mの高さに密生してゐるほざきしもつけを，25m2

に刈梯ひ，傘下気温に雑草の影響が沿よぶのを極力避げたから 4rri.2を刈梯ったほかの諸賠よ

りも刈梯ひ聞積は可なりひろい.との観測賠 14は15と2の観測離の聞にあり， 15まで距離9

m， 2まで 20も， 土地の高さは 15とほとんど同じで， それより僅かに O.Oim高く， 2より

25) K~ Rebelと Geigerのいふと ζ ろと犬額一致する. Rebelは林高 15mrD律林の林縁の保護作用は 12m

にすぎないとし， Geigerはこれに同意 Lてゐる.Forstwi，s. Gentralbl. 1926. S. 289. 

なほ，林内の孔鴎FD場だが Danckennannは孔障が凍害に有利なのはJ周圏の林高の 1_1.5倍までで， . 

2傍となれば却って被害をますといった.Zeitschr. Forst. Jagdw. 1898， S. 339， 408， 409.‘、

また Lauscl加は，孔陵中，C、の籾射量はその直径が周閣の林高の 1.5倍〈ーらゐまなは著し〈す〈ないが， 3-

4傍となれば開放地と犬差がないとし，また林線を林高だけはなれれば， !li;足射量は開放地主りも 10%す

〈たい緯度であるとい五、. W oeltle， Waloban uno Fo悶 tmeteorologie.S. 15. 
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ま

た少々離れてゐるが，会く 2き潤な寒冷地理占2との差を記入してたい?と

14にあらはれた5月の不均最低気温は扶測の 4日聞をのぞき 0.070，6月は 5.930，低極は

比較のためとれと附近の雑草中にiI'>る 15との差，5，月・ 6月の観測結果は第12表で，
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5月13日のー11.0。でるった.との14e>傘下最偶議温札、附近の雑草の中の15よりも 5月は

平均0.400，6月はたたとく o.;no高温で，毎日の差は 6月30EIの1.00が最大，つぎはS月15

冒と 16日の 0.9'でるったまたとれよりも差は小さいが， 14は一般に 2よりも高温で26〉， 5月

の差は乎均O.Hlo， 6月はお友ヒく 0.320，毎日の差としては 6月28日の 0.90，同 29日の0.80

J
が太きい. ただし14と2の聞には， 5'月の初旬にかぎり， 2の方が14よりも 0.50 (5月'7臼)

および 0.60 (伺 12 日)高い日がるる.とれは寒冷季の特徴で，翌昭和 17 年の 4 月の観測はI~

なと関係の日がしばしば現れーてゐるのを確めてゐる.14と15の問では，一般の傾向に反して，

15の方が高温た場合も、あるげれEもi之の時の差はせいぜい 0.20 までにすぎまかった.

澗葉樹傘下の集温は，着葉の前と綾とでは建ふのがあたりまへでbる.後にのぺるほざき

しもつけの開薬より，約 1週間ゐくれて進行Lたはるにれの開葉も 6月下旬には一躍をはっ

てゐた.表に見られるとほ九 14と15の差は， 5月はじめの開葉前の差が比較的大きく，、開葉

中の差は共第t亡すくなくなワて， 5月末から 6月中旬まで最も小さい. じかし樹冠が濃く託っ

た6月下旬，傘下の展低気温は繁茂した推草の中よりも，再び0.30 ぐらゐ高温とたる傾向が見

られた.

着葉前後の 14と2の関係はI 5月着葉前の比較的すく1j:0差が失第に大きく1j:t，着葉後

は傘下がいよいよ温暖な傾向均をしめしてゐる・叫1:の閥係~:Ufiú表から大韓わかるが，恥後・・

章の第 1&衰と第s圃にもみるととができる.

とのやうに，傘下の最低集温は傘外よりも高ぐ，傘下の仔苗または稚樹のため，低策温に

たいする保護作用がみとめられる. もっとも著者は，質地にみる保護樹の効果から推察し，も

っと高温が現れてゐるととを諌想ししかも結果は期待ほEでなかった.その理由は，観測を

賞施した小さい潤葉樹の下に， まだ傘下気温の特徴がはっきり現れてゐなかったたあと思はれ

る.苫小枝演習林では，老齢君主えぞまつの傘下気温を賞測する興味と必要を感ヒたのであった

が，とのやう1j:樹は，問題の凍害地にも附近にもえられなかったのである.

9. 雑草中の低集温

との造林地は，成育のよいととるも，観測の首時はまだ閉鎖してをらや一面に雑草がしげ

り，ととに被害のいちじるしいととろFは， 1:0-1.5mの高さにほざさしもつけが密生してゐ

た.議害箇所のとどまっは，みたとの雑草θ中で凍死し，或はほとんE将来の見込みのない凍

26)Gei~r はE華客をうけた Fichte の小君事調内の最低然温が，周闘よりも高かったととをのぺてゐる. Forstwiss. 

CentralbI. 1926. S. 290. 
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傷木になってゐるのだから，雑草の中の最低気温を測る必要と興味があった~7). そのため観測。

賦15を設け，昭和 16年5月5日から 17年4月30日まで観測を行った.

観測l鞘は激害地の一隅にあり，附近のとどまっ植栽木は，高さおよそ 1mのlまざさしもっ

けの中で全部凍死してゐる.11から 22m離れてゐて，，，にたよぼしてゐた僅かな手持象の影響

は，もはや，ととにはないやうに思はれた.11との高低差は 0.01m作すぎたかったから，雨所

の高低差はないとみてよい. ゐなじ激害地の観測結2は，ととから 28m離れて 0.48m高いと

-/ 
とろにある. 寒暖計とその地上高 (0.26m)，その設置の方法1!r.~すべて他の諸賦とおなじであ

るJ観測黒占カよら北へおよそ 7mで幅 3mほどの隆起Lた道があり，南にもおよそ 7mで観測の

ため遣ったたよそ 1m幅の刈分道があるので， との観測黙 15は，ひろい雑草地の中心にある

.のでなく， .ひろい雑草地の一隅をなす帯献の雑草地内にあると考へられる.

観測値は第13表でるるとの結果は，保件のびとしい雑草外の他の地貼の観測結果と比

較するとき最も興味がb るのだが，趨営~場所がえられ歩観測をとかいたので，便宜上 11 と 2 に

比較し言え入しておいた.

去のとほり， 5月の観測日敢27日のうち霜日が 1o日あり，平均最低気温(27日)はー0.330，

霜日だけの平均は -4.730，6 月の平均展低気温は 5.62~，霜日 5 日の王子均はー1.340 である.

と仰を 11と比較すれば， 5月怯 27日の平均で 0.550 低く 6月は 0.090 低 <， 5月・ 6月の

霜日計 20日の平均では 0.650 低く， 在日測期間 57日中の最大の差は5月15Eの1.40，戎ぎが

同月 8日と 16日の 1.30 であった.15と"は土地の議さがぽとんど等しいから，最低気温に

およぼしてゐる高低差の影響はたいと息はれるが，，，は比較的暖い林換の性質を友tまいくらか

持ってゐるため，結局15よりもI長い. 従って 15と11の差は， 15とおなじ場所でししかも雑

草の良い場合よりもすとし大きいと思はれる.

共ぎに 2とく・らべても 15の最低気温は低いが， しかしその差は 11との閣の差よりすくな

し 5月の平均では 0.210低く ，6月の千均はほとんど差がなく，却って僅かに高温となる傾向

をしめし，霜日 20日の王子均は 0.32)低く，最大の差は 5月12日の1.3<>，共ぎは同 7日の 1.10

と同 1.5日の 0.90でるる.2は15よりも少し土地郡高いから，との影響は幾分aうるととと思は

れる.

27) Staudacher， Die Frostschaden im Forstbetrie1.J， deren U，sachen und Bek邑.mpfung.Forstwi出. Centralbl. 

1924. S. 2-%. 

W. Sci，adelin， Beitrage zUID KapiteI Spatfrost. Schweiz. Zeitschr. f. )<orstw. 1920. S. 33誼.

R. Ceiger， Das Klima der l!odennahen Lnftschicht. Braunschwdg 1927. XIV. 
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第 13表 κ雑草内最低書E湿および比較

払 ! 山 5.)(ム15.) 1) 観測叩
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0.5 0.2 

0.8 0.6 

1.0 1.1 

1.3 0.4 

0.9 0.4 

0.0 -0.4 
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4

5

6

7
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0.55 

0.89 

0.7 

1.3 

0.5 

-0.2 

0.9 

0.5 

0.4 

O.ヨ

ー0.4

0.1 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

15. 

-2.6 

11.0 

95 

9.8 

7.6 

8.4 

9.8 

5.0 

-1.1 

-1.5 

1.3 

4.3 

8.3 . 

-1.0 

8.4 

-0.5 

O，Z 

7.6 

8.2 

0.7 

(38) 

昭和 16~手

I (11. -15.); (2.-15-，) 

0.5 0.0 

0.2 0.0 

0.2 0.1 

0.4、、 0.1

0.0 -0.2 

0.2 0.0 

0.4 0.2 

0.2 0.1 

-0.1 -0.4 

0.2 0.0 

0.0 0.0 

-0.3 -0.2 

0.1 0目。

-0.2 c • - 0.1 

0.2 0.1 

-0.1 . -(U 

-0.2 -0.2 、

0.1 0.2 

0.1 0.1 

-0.1 -0.6 

0.1 0.0 

0.2 0.1 

-0.2 -0.3 

0.0 0.0 

0.0 0.0 

0.1 O.宮

0.0 0.4 

-0.1 -0.2 

-0.1 -'0.2 

0.8 0.7 

0.09 -0，01 

0.65 0.32 

雑草内の最低気温は，自由に日光が射入ナる護芽前と，葉Zとざしてある程度目光を遮断

ずる護芽後とは，ちがふのが首然で、ある.昭手Il.J6年，凍害地内のほざきしもつけは， o月13日

絡日。快晴により温暖な箇所・から護芽がはじまり， 17日には 3cmほど芽k伸したものもあっー
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たが，全般の護芽はそれよりたくれ， 10日後の 27日，親禄は浅く凍害地全樫をつつむにいたっ

たが，童の褐色がまだ透けて見えた程度であり ，-JJfl護芽ををはり地床が閉鎖!日:態になった

のは-6月中旬であった.第14表は，観測賠15・11・2の最低気。温50以下の寒冷日を，ほざき

しもつけの護芽前 (5月5-15日)， 護芽の前期(同 16-31日)， 護芽の後期 (6月1-15日)，

護芽後(同 16-30日)にわけで求めた平均値と相互の差をしめしてゐる.

第 14表 震芽の季節別雑草内外卒均最低気温および比較。C 昭和 16年

観測j問 I 15. 11.. 2. I (九州 -15.)雨脚IJ日(山知)

I音量芽前 I-6.70 -5.68 -6.38 

11軍基芽前期 I-4.27 -3.64 -4.03 

IIIwt芽後期 0.59 0.63 0..50 

IV 溌芽後，1.42 1.32 1.22 

1.02 0.32 

0.63 0.24 

0.04 --0 09 

-0.10 -9.20 

V. 7. 8. 9. ll. 12. 13. 14. 15. 

16. 17. 18. 20. 22. 29. .31. 

VI. 1. 8. 9. 10. ll. 12. 14. 16. 

17. 20. 23. 24. 25 

表のとほり，雑草内の最低気温は， Iまさfきしもつけの護芽の進行とともに，ヨた第に比較的

高くなってゐる. すなはち， 15は11よりも始め 1.020低かったのが 0.630 となり，0.040
.とた

、り九最後は 0.100高くたってゐる.2正15とでは，少いながら始めは2よりも低かった 15が，

護穿の後期以後共第に 2より高くなる傾向がみられる.

同じ闘係は第5固についても見られる.との闘は 5月(細線)と 6月(太被)の，最低気温

-40 から +40 (との限界はただ使宜上定めた)までの寒冷日 17日について，ほざきしもつけ護

芽前後の，前記三つの観測酷の相互調係をしめしてみる. 護芽前は， 5月の始めとして比較的

温い日も 15の気遣は 11と2よりも相首低く，護芽の後期以後は 6月として比段的寒冷な日

も15は11と2よりも相官高温でるって， 最f低正気1宜jEEが互に近い日も，護芽の前後による傾向の

差を認認、Iめうるとと

ある.一方，護芽の同じ時期には，毎日ほぼ同ビ傾向にあるととが判るであらう.

雑草内に凍害がよまほい貫諜に照Lあわせると，雑草内はモの外より，もうと低湿であって

よささろに思はれたそのた必著者は，ヒユース型車低寒暖計 2個を観測戦2附近に設置1・，

とくに夜間裸出させて雑草内外の最低気温を測ってみたが，童文同の翫測の結果，晩霜季の雑草

内外地上 0:25mの最低気温は，結局，前記同様， 雑草内が雄草外よりおよそ 1ρ 低いだけでる

った.自記寒暖計にまる連醸した記録の結果も，また大樫おなじ差を示してゐた. しかし雑草

ー内の晶低気温はぷ測の高さによる差が相営るる. また柱意しなければならぬととは，春護芽前

の雑草内が，外よりも著し三日中の気温の高い場合がるり， その大きい較差が凍害乞促進して

ゐる事寅を見逃してならぬととである.とのことは後でのぺる.
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第5圃昭和 III年 5月， 6月寒冷E最低気温

'雑草の護芽につれ，季節をおひ相互関係の強化に注意

5月は細線，日附は左

6月は太線，日附は右

('35 ) 

また雑草内の低気温は，雑草の種類

によって可なりちがふもののやうでるり，

ととに，.禾本科の雑草類にづいて低気温

をたしかめたかったが，遁営危場所と機

舎をえなかった.

10. -裸地のよの低集温

観測賠2の地床は，一般の観測露場

とほぼ同じゃうに， 3-5cmの低い雑草

が地面をゐほふてゐる..tE林のとき，地

床の稚辛をひろく剥離するととは行はれ

てゐ泣いけれEも干刈が行はれ28〉，首圃

の雑草はのぞかれてゐるし，裸地に浩林

ナる場合も考へられ，しかもー雁比較し

てみる必要を質へたので，華日測賠2の附

近に， 裸地の上の観測結13を設け， ど

れも昭和 16年 5月5日から 17年 4月30

日まで観測を貰施した.'

13の裸;地は，最初，凍害の事買を確

かめるため，無被害の健杢苗を試験のた

め椋ゑ，その後間もたく，ほとんE全部

羽{死してしまった跡地で，雑草の類は根

までのぞき耕鋤しであり，周園のほざき

，しもつけの類は，日中床面に庇陰が必よ

ばぬ程度に刈挽つである. 2から 8mはなれ 0.2;3m f，互い.床地は 1x2mの姐形で十南北にな

らんだ lxlraのこつの正方形のうち，北側の正方形の中央に悲暖計を設置した.その寒暖計，

-t:の地上高 (0.25m)，そのほか設置の方法は他の観測黙とゐなじである，

観測の結果は第15表で" 比較の止め観測貼2との差を記入し， あはせて附近の前記雑草

28) Dallckermannは雑草を除〈ことは晩寝害にたいする，すぐれた手段であるといふ.Zeitschr. Forst. Jagdwes. 

1898. S. 398， 410. 
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0中iC設けた15と，小さいr-:るにれの傘下K設けた 14との差も記入しておいた. 15は13か

ら 20m は~れ O.Z5m 低く， 14は13から 12mはたれて O.18m低い. 13はとれらの諸黙のう

ち，最も高温君主性質をもってゐた.

.-15表 課地上の最低気温および比較。c 昭和 16年

警視IJ霊 13. I (13.-2.)山川州事llllJ震I. 13. I ( 山 )(13. _1;) (13. -14.) 

V. 1 . [ VI. 1 -2.3 0.8 0.8 0.5 
、.

2 . 2 11.0 0.2 0.2 -0.1 

3 . 3 9.6- 0.2 0.3 -0.1 
J 

4 4 9.9 0.4 0.5 0.1 

B 0.6 0.0 。 7.7 0.3 0.1 0.1 

6 2.5 i 0.4 1.0 0.2 6 8':5 0.3 0.3 0.0 

7 0.4 1.5 0.9 7 9.5 -0.1 0.1 -0.4 

8 -1.1 0.5 0.9 0.3 8 5.0 0.1 02 0.0 . 
9 -4.6 0.6 1.0 0.4 9 -0.9 0.5 0.1 0.2 

10 0.4 0.0 -0.1 10 -1.2 0.5 0.5 0.3 

11 -5.5 i 0.7 1.4 0.6 11 2.0 0.7 0.7 0.5 

12 -6.8 0.0 1.3 0.6 12 4.9 0.5 0.3 0.5 

13 一10.3 0.9 l.4， 0.7 13 8.4 0.2 0.2 0.0 

14 -0.3 ， 0.8 0.6 0.4 14 -1J.5 0.4 0.3 0.1 

15 0.6 1.5 0.6 15 8.9 0.6' 0.7 0.4 
e 

16 -9.!J. 1.0 1.5 0.6 . 。。 0.5 0.4 0.2 

17 -5.0 0.4 0.8 0.1 17 0.7 0.5 0.3 0.1 
、

18 -4.4 0.4 0.9 0.3 18 7..9 0.2 0.4 。。
山

19 7.8 0.3 -0.1 0.0 19 8.5 0.3 0.4 0.1" 
一‘

20 -1.3 0.4 0.5 0.2 20 1.1 0.9 0.3 . 0.3 

g 

21 3.6 0.4 0.8 0.4 21 10.5 0.2 0.2 -0.1 

22 -1.6 0.5 1.0 0.4 22 10.4 0.2 0.3・ 0.0 

23 9 . .5 0.3 0.3 0.1 23 0.6 0.6 0.3 -0.1 
/ 

24 7.3 0.5 0，6 0.3 24 4.4 0.5 0.5 0.1 

25 4.4 0.2 -0.1 0.0 25 4.0 0.5 0.5 0.0 

26 5.7 0.4 -0.2 -0.1 26 8.1 0.3 0.5 0.1 、、

27 8.3 0.3 0.0 -0.2 27 16.3 -0.1 0.3 -0.1 

28 8.5 0.3 0.1 0.1 .~ 6.7 0.8 0.6 -'0.1 

29 -0.8 0.4 . 0.2 0.2 29 5.6 0.6 0.4 -0.2 

30 7.4 0.4 0.2 0.0 30 14.8 0.1 0.8 -0.2 

31 -1.8 0.3 0.2 0.1 
占一一一 ， 

平 均 0.33ト附 0.66 0川平均1副 0.39 0.38 0.07 

表のと隠れ観測臨時の 5月の王子均最低集温は 0.330，6月は 6.000，-との 2筒月の聞の低
司瞬



〈前〉

極は 5月13自の -10.，'30， とれは2より 0.9。高く，まさに護芽しゃうとしてゐる 15の雑草の

なかより 1.40高く，護芽してゐないはるにれの傘下14より 0.70高い気温でるる.

、各観測舗との差の平均を 5月についてみれば，13は2より 0.450高<.15より 0..660高c
14より 0.26。高い. 6月d差の平均はとれよ Pも控分小さいが，認がほかの観測結より高湿な

ととには費りがない.毎日の観測値から， 2箇月聞の差の最大をあげれば， 13と2の差の最大

は5月16日の1.00，共ぎが6月20日の 0.90， 同じく 15との差の最大は 5月7日・ 15日，・ 16

日のそれぞれ1.50，同じく 14との差の最大は 5月7日の 0.90と悶 13日の 0.70である.

以上の差は，全悼としてみて，13と15の問。差，すなはち探地と会よそ 1mの雑草のな

かとの差が最も大きく，棟地法相官高温たのである.また，1'3と 2の差もかなり大きい日があ

るととろから見ると，芝草ほどの1Jf0雑草も，かい方が夜の気温は高くなるととがわかる. そ

の理由は裸;地の土壊が日射を多く吸牧し，しかも熱註比較的よく保存するに反し，雑草地では

雑草のため日射がさへぎられ， しかも夜はさかふな幅射と蒸護によって，比較的多ぐ熱を失ふ

ためと息はれる.

裸地の上の最低気温は，季節の進行につれ，雑草の中や樹冠の坐下と相互の関係が建って

〈る.前と同じゃうに， 5月と 6月をほざきしもつけ護芽前後の4期にわけ， 50以下の寒冷な

夜乞平均した第16表によると，護芽前の 13の最低気温-，3.860は，2よj)0.310高く 15より

告勘

第 16表 季節別寒冷自の卒均最低気温および比較。C 昭和 16年

貌 iJ!IJ鯨番競 11.' 15. 14. 13 .. 2. 観測日殿

1 (霊童書F前) -3.83 -4.78 -4.13 -3.86 -4.17 10 

II(登芽前期) -1.97 -2.51 -2.12 -1.87 -2.31 9 

III(鼓芽後期7 0.63 0.59 0.70 1.00 0.50 7 

IV (愛芽後) 1.32 1.42 1.70 1.80 1.22 6 

一一一 一一
1 - II 1.86 2.27 2.01 1.99 1.86 

II - III 2.60 3.10 2.82 2.87 2.81 

IIr - IV 0.69 0.83 1.00 。.80 0.72 

1 - IV 5.15 6.20 5.83 5.116 5.39 

観測獄懲戒 (13.-2.) ([3.-15.) (13.-14.) (11.-15.) (2.-15.) (14.-2.) (14.-15.) 

I 0.31 0.92 0.27 0.95 0.61 -0.04 0.65 

II 0.44 0.64 0.25 0.54 0.20 -0.19 0.39 

III 0.50 0.41 0.30 0.04 -0.09 0.20 0.11 

IV 0.58 0.38 0.10 -0.10 -0.20 0，.18 0.28 
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0.920高<14ょT0.270高 <.護芽後13の1.800は2，15，14'よりそれぞれ 0.580，0.380， 0.10'" 

高い. 2は融雪が早く，ま?と短い雑草類は春はやくから蛮芽して 5月ρ始占うも 6月の終りも

見たととろ地床心有様に大きい建ひはないが，季節がすすみ日射の強さをまずにつれ， 13との

差は o.:n0， 0.440， 0;500， 0.58。

と次第に大きくなる.とれに反

し丈けの高い雑草のたかの 15

との差は， 季笛が進むにつれ

0.920， 0.640， 0.410， 0.380 と戎

第に小さく怠る噌 傘下の 14と.

13の差は，平均上もともとるま

り大きくゑいのだが， 町とれも

0.27。から 0.100 まで，決第に

小さく友る傾向を示してゐる.

との去から第s圃をゑがいて，

相互の関係をみやすくした.

第16表にはま?と， 11 • 15・

、14・13・2の各観測離につき，

開葉前後の最低集温上昇の経路

を求めてゐる. 13について見

れば，護芽前(1)の -3.86"0 は

蛮芽前期(II)I'L -1.870 とたっ

たから 1.990 上昇L， 護芽後

• (IV)は護芽後期(1II)より 0.800，

殻芽前(1 )より 5.660上昇した.

¥勿論とれは，前記のど:ほり ，50 

以下の寒冷た夜についてのとと

""C'i1うる. 13の乎均最低気温は

他のEの観測執よりも高いが，

護芽季の最低気温の上昇は常に

15が最もいちヒるしく， ~えぎが

。c

g 

O o 

組-F

I

l
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-
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第i，6画 昭和 16年季節sIJ寒冷目卒均最低策連

1 (V. 5-15) 雑草の軍基芽前 10日平均

II ( V. 16-31) グ後芽前期 9日平均

IIT (VI. 1_15) -"量産芽後期 7日平均

IV (VI. 16_30) グ 護芽後 6日平均
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14でるる.13は14の衣ぎKあって，以下は2・11の)1聞になってゐる.2と11仕季節の影響が

非常に少いと考へられ， 13は日射の影蓄が大きい.それにもかかはら歩、15と14の気温の上昇

‘がいちじるしいのは，雑草の護芽また潤葉樹の開葉が，最低気温の上に，相官いちじるしく影

響するととを示してゐる.

11. 日中の寓気温と日較差

晩霜季の凍害は，夜の低気温の問題であるばかりでなく， 日中の高気温とも筏接ゑ関係が

ある.戸地表附近の最高気温には，最低気温と同じやうにやはり局地的友特徴があらはれる.

iしたがってまた，日較差にも局地的な特徴があり， その大きい所・は凍害り危険が多いとされ又

ゐる却¥

.昭和 14年の観測開蛤以来， 最低気温と同時にその観測時の気温を記録してゐたが， 昭和

16年5月17日以後は，ja-もな観測黙で最高気温も観測するととにした 器械は最低寒暖計と

1 一角 一同様太田計器製の蹟掛式，球部は直径 5m略長さ 25mm，否。分刻 _10の分刻の長さは約

3mm，とれを最低寒暖計といっしょに同じ覆箱にいれ，地上高は仏としく 0.25m，観測時は

最低気温と同時に行ったから午前10時である.第17表に 10・11・15・14・13・2の各観測鞘

の最高気温と日較差をしめす. ただしとの表は，午前 10時観測のものを，嘗日の分として記

入してあるが，貫際は前日の分でるる. しかし低気温の影響は，営日の最高弟温よりも前日の

影響が大きし日較差も表のやうに，前日の最高気温とモの翌日未明の最低気温から求める方

が意義がるると思ほれ，特にそのやうにしてとの衰をつくった.

表に見るとほり，各観測賠とも，それぞれの日の最高気温は 5月中すでに 230以上にな

るととがるり，6月には 300以上にもなってゐる.とくに雑草中の観測臨時は他.tTいちじる

ーし〈高温で， 5月21官に 27.60，6月28日には買に 36.10に透した. また各観測貼には，それ

ぞれ最高気温の特徴があるから，相互の気温の関係に段ぼ一定じ?と型の順位があり ，5月17日

から 6月末まで 45日の平均では， 特別に高温な 15を筆頭にして 15・10・14・13・11・2の

順になってゐる.

第7圃にはとの 45日の平均最高気温と，同巴 4..5日の平均最低気温を描いてるる.

すなはち圃のやうに， 45日の平均最低気温 (min)は，それぞれの観測賭の聞にいちじるし

い差をしめしてはゐたいのに， 王子均最高気温(A)は， 特別な 15を除いても最低気・温よりは大

29) Geigeら Woeltlennd Seip， IIohenlage und Spatfrostgefahrdung. Forstwiss. Cen!ralb1. 1934. S. 147. 

Amann， :Birkenvorwald aJs Schutz ge;;en Spatfrδste. Forstwiss， .Cent日 11>1.1930. S. 500. 
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第 17表 凍害地の最高.湿と日絞差。C 昭和 lõ~

観測磁番古書 10. 11. 15. 14. 13. 2. 、

最高較差 最高較差 最高較差 最高較差 最高較差 最 高 教 差

'V.焚17 20.3 24.1 19.7 2.1，8 24.0 29.8 20.7 25.8 19.5 24.5 19.8 25.2 
契18も 23.7 27.3 21.3¥25.8 26.0 31.3 22.7 27.4 .2f.4 '25.8 21.3 26.1 
19 22.8 14.8 21.6 13.9 26.3 18.4. 22.7 14.9 21.3 13.5 20.3 12.8 

後20 21.0 21.7、19.4 20.8 21.3 26.1 20.6 22.1 19.5 20.8 19.8 21.5 
21 24.9 20.4 '23.2 . 19.9 27.6 24.8 24.3 21.1 23.5 19.9 23.3 20.1 

様22 22.3 23.5 21.3' 23.1 24.7 27.3 21.8 23.8 21.7 23.3 20.9 23.0 
23 23.8 14.2 22.4 12.9 26.3 17.1 22.8 13.4 22.0 12.5 22.0 12.8 
24 18.4 11.0 17.8 10.9 19.8 13.1 18目6 11'.6 18.0 10.7 17.8 11.0 
25 13.0 8.5 12.5 8.0 13.9 9ι .12.9 8.5 12.4 8.0 12.6 8.4 
26 12.4 6.6 12.7 7.0 13.0 7.1 13.0 7.2 12.4 6.7 12.7 7.4 

27 13.2 4.8 13.2 4.8 13.7 5.4 .13.4 4.9 13.0 4.7 13.3 5.3 
28 14.2 5.8 14.5 6.1 15.3 6.9 14.8 6.4 14.6 . 6.1 14.6 6.4 

持'29 14.5 15.0 14.8 15.8 15.1 16.1 15.0 16.0 14.3 15.1 14.6 J.1.8 
， 30 16.1 8.7 15.8 8.4 17.8 10.6 15.8 8.4 15.7 8.3 15.5 8.5 

様31 17.4 18.9 17.6 19.2 19.8 21.8 18.8 20.7 17.6 19.4 17.5 19.6 、

平均最高(州問 17.85 20.51 1853 17.79 17.73 
平均絞室長 15.02 14.7o 17.68 15.48 14.62 14.!r3 

-vr.後1 22.3 24.0 21.1 23.7 24928K8 21.7246 20.6 22.9 20.9 24.0 
2 21.8 10.8 19.6 8.6 2星.6 13.8 21.5 10.5 19.5 8.5 19.9 9.1 
3 17.8 日.1 17.8 8.3 19.4 10.1 18.5 8.9 18.2 8.6 1骨.5 9.l 
4 18.2 8.4 18.4 8.6 19.5 10.1 18.3 8.6 18.3 8.4 .18.6 9.1 
5 22.0 14.2 21.4 13.8 24.5 16.9 22.5 150 21.7 14.0 21.714.3 

6 19.6 11.1 18.7 10.3 21.7. 13.5 19.2 lD.8 18.0 9.5 18.4 10.2 
7 14.1 4.4 14.5 4.7 14.9 5.5 14.5 4.7 14.6 5.1 14.6 5.0 
8 14.5 9.4 14.9 9.9 15.5 10.7 14.6 9.7 14.7 9.7 14.9 10.0 

9争9 19.2 19.6 18.3 19.4 22.4 23.4 19.2 20.4 17.7 18.6 )8.9 . 21.3 
後10 イ包5.3 26.0 21.8 23.3 26.4 28.1 21.9 23.5 22.3 23.5 21.9 23.6 

11 27.9 25.2 26.7 25.4 31.4 30.1 27.3 25.9 26.8 248 26.3 25.0 
12 29.7 23.6 2';'.4 23.1 34.5 29.9 28.7 24.4 28.5 23.6 27.6 2:i.2 
13 29.2 20.7 28.3 ' 20.0 33.5' 25.:1 28.7 20.4 29.3 20.9 27 . .9 19.1 

後14 22.3 21.8 21.3 22.3 25.9 26.7 21.8 22.5 21.7 22.2 20.5. 21.4 
15 26.7 18.0 2.).7 17.3 29.6 21.4 26!4 18.0 26.5 17.6 26.4 18.1 

平平均最均高車交(15日)1| 22.40 21.03 2458 21.65 21.22 21.13 
差 16.35 15訓 19.56 1β.52 15.86 lU4 

一一一一一一一一一一一一一一一

養16 29ι293 7 27.5 28.0 32.3 32.7 29.2 .29.5 28.7 28.7 26.8 27.3 
17 27.7 20} 25.7 25.5 31.4 31.0' 27.2 26.7 27.4 26，7 25.6 25.4 
18 29.7. 22.0 28.4 208 34.2 26.7 29.2 21.4 30.6 22.7 28.4 20.7 
19 18.0 9.5 17.5 9.3 20.6 12.5 17.7 9.4 1'7.9 9.4 17.3 9.1 
20 20.9 18.8 19.4 18.7 25.3 24.5 20.7 20.0 20.5、19.4 18.4 18.2 

21 14.9 4.3 14.7 4.3 15.1 4.8 15.0 4.5 14.9 4.4 14.8 4.5 
22 14.6 4.2 14.7 . 4.4 14.9 4.8 14.7 4.4 14'.6 4.2 14.5 4.3 

発23 24.0 23.2 22.3 22.2 24.0 23.7 22.2 21.6 22.3 !H.7 2{l.'l 22.7 
24 26.1 21.6 25.2 2t.3 2o.6 22.7 24.8 20，6 25.0 2).6 25.4 21.5 
25 一29.9 256 26.7 23.2 31.3♂ 27.8 28.7 24.8 27.1 23.1 26.6 23.1 

26 3:J.0 23.7 29.7 22.0 34.0 26.4 30.3 22.4ψ30.1 22.0 29.5 21.1 
27 27.2 11.0 25.8 98 28.7 12.7 25.2 8.9 28.5 12.2 28.0 11:6 
28 33.8. 2.j.8 . 33.0 27.1) 36.1 30.0 34.2 2;.5 33.7 27.0 32.3 26.4 
29 30.2 24.4. 28.3 23.2 31.3 2ci.l 28.8 23.1 28.7 23.1 27.0 22.0 
30 27.0、 12.2 25.2 10.4 28.4 14.4 23.3 8.4 25β10.8 お.4 10.7 

平均 (1川 25.69 24.27 ，27.61 24.74 25.40 24.18 
平均較差 18.88 18.00 21.38 18.21 18.40 17.94 

ー平均最均高絞(45日)I 22.08 21.06 24.23 21.64 21.35. 21.01 
千差 16.75 16.22 19:54 16.74 16.29 16.33 

平均鞠 (45日)I 5.33 4.84 4.69 4.97 5.06 4.68 

持は 2.v霜日を L必ず.
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第 T国 昭和 16年最高気温と目較差

A 5・6月平均最高気温 (45日)

B 平均較差 ( 5月17日-31日)

c " (6月 1‘日-15日)

D " (6月16日-30日)

a 昭和 16年 6月10日絞差

h グ 5月18日中交差

min 5・6月平均最低気温 (45日)
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きい相互の差をしめL，15をも

あはせ考へる時は，最高集温の

相互の差はまったくいちじるし

い.また最低気温の低い観測結

は，故f詩集完走温も低(，雨者は

ー大韓あぴ似た闘係にあるけれE

も， 15の観測貼だけは特別であ

る.従って雑草の中の最高気温

は，雑草の外と著しくちがった

性質をもってゐる.

第7固にはまた， 第 17表

にLめしてゐるとほり 6月を

前と同じゃうに前後の二季にわ

け， 5月 1i日から 6月末までを

1513づつに区切うて求めた千均

較差 (B・C・D)と， 5月中最大

の較差をしめした5月18日(b)，

および6月中の同誌の日 6月

16日(a)の技差を， 六つの観測

酷についτゑがいてある.

固に見るやうに，各親測結

の較差は大韓最高気温に膳じて

をt，最高気温の高いととろは

較差も大きしその低いととろ

は銃差も小さい.各観測駐の平

ー均段差は 5月中旬から 6月に

かけ季節をおって弐第にま Lて

ゐるが，毎日の院差は必歩しも

さうでたく，各観測黙とも，と

どまっが開葉しはじめてゐる 8
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月中旬ごろ，大きい較差をあらはしてゐる.とれは注意しなければならない.たとへば5月18

日の較差は，どの強制執も 250以上あって，ととに雑草の中<D15は31.30 に達してゐる.とれ

は6月の末まで，45日の聞にるらはれた最大の較差， すたはち 6月16日の段差が各観測酷と

も250~史上， 15は32.70でるったのと大差がないのである.

また固からも察せられるやうに，季節をおふ較差の増加は 5月の後宇から 6月の前牛に

かけてけ，各観測鮪とも大瞳沿なとやうに増してゐるが，日射がいよいよ強くなってきた 6月

の後宇には，観測黙による差があらはれ， ととに林誌の 10と裸地の 13にみる較差の増加が目

立ってゐる.理由として，林揚J土風が弱いから日中の高温がよく保持され，裸地は日中地面が

灼熱されるから地表附近が高温になるためと考へられる.

雑草中の 15の最高気温が特別に高いのは，開葉前もまたは開葉を一躍をはっても，新緑季

にあるほざきしもつけの群落のなかには，日光がほとんE自由に射入し， 日中の高温が大関無

風欣態にある群落中の地表附近に，非常によく保持されてゐるためと思はれる.従って 7月以

後ほざきしもつけの投棄が繁茂して次第に閉鎖するにつれ，日中は高温でなくなり，盛夏には，

段かの観測賭よりもかへって低温にたるととを確めてゐる.晩霜季のとρ雑草中の最低気温は，

前にのぺ?ととほり他の観測酷よりも低いのだから，雑草中の較差は特別に大きい結呆となり，

草の中の開葉季の苗木は凍害をうけやすく，、安全窓生育のため極あて不利な扶態にるる.

林縁の 10は最高気温が高¥，較差も比授的大きいけれEも，最低気温も高いために日中の

高温はかへって有利であらう.傘下の 14は， との 10に必敵する程曳土ではたいにせよ，同じゃ

うに有利ゑ傾向をもってゐる.もっとも前述のとほ， t，14の気温は典型的危傘下気温でないか

ら，批齢以上の大きい針葉樹の傘下には，もっと有利な傾向ずるらはれるととと想像する.

棟、地の 13は， 夏にむかつて較差が大きくなって行くかはり， 凍害の危険がもっとも多い

5月から 6月初めにかけては，最低気温が高い上に技芸が少なく，生育保件はむしろ 14よりも

よいくらゐでるる.従ってまた，低い雑草に震はれてゐる 2よりも保件がよく，地被のない苗

闘の岡上気温は，地被を除きがたい造林地より一般に有利なととも察ぜられる.

との閥放地の 2と速い林縁の 11は， 最高気温も段差も大韓にてをり， ただ寒冷日の最低

試温がいくらか高いだけ 11が有利で、るる. しかし，双方の技差は，すべての観測聴のうち最

もすくないにもかかはらや，最低気温が低いため結局凍害ほ激しい. したがって，最低気温が

とれよりもー屠低(.，しかも較差の極端に大きい雑草の中において，凍害がもっとも激しいの

は営然である. とのやうに気温観測の結果は凍害の事賓とよく一致してゐるの，を認めるので

ある.
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12. 朝の集温と目射

凍害は朝日と闘係があって，朝早くから日射を受けるときは被害をます，と言はれてをりペ

調主主の結果から，著者もとの曹に同意してゐる.すなはち問題の凍害地の西側にはからまっ林

があり，林甥のとどまっは前誌のとほり生育がよい. とのよい生育は，林誌の最低気温が高〈

凍害がすく友いととに基くととは確かで、遣うるが，同時に朝日の開係も影響、てゐて， '1<:1.主ピ林

勝でも，早くから朝日をうける部分の生育はわるいしまた激害地の2附近は開放地で，最も

早朝から日射を受けてゐるのである.

5月・ 6月の苫小牧の日出は，大関4時30分前後である.しかし丘と森林にかとまれてゐ

る問題の凍害地まで，質際に日が射すのは午前6時ごろである:そとにたいた自記器の記録に

よると，最低気温は 4時 30分から 5時までの聞にあらはれ，同時に気温のゆるやか念上昇がは

じまり，間もなく 5時30分ごろから 8時ごろにかけて，集湿は急:に上昇してゐる場合が多い.

早朝から日射をうける所は，との 8時ごろまでの気温の上昇がいちじるししその遍い所とは，

bなじ時刻の気温に，非常に大きい差がるらはれるととがある.

第 18表は，早くから朝日をうげる開放地の2と，朝日が遅れる林践の 10の黛温を，自記

擦の記録によりくらべてゐる.丁度，とどまっが護芽しつつあった昭和 16年の 5月1611から

18日まで，蓮領した4日間の霜日左例にえらんだ・、

第 18表 霜目の朝 の 薬 温 。C

|昭 16.V. 15. 16. ・ 17. 18 
観測動番披 I 一 | 

一一一 一 6~ 8111f I最低 6唱 8時 最低 6時 8時 l 、最低 6時 8時

気 温

10. 8.7 13.4 

2. -6.5 -2.8 10.8 1-10.7 -4.1 1l.3 I -5.4 -0.5 7.5 I -4.9 9.3 13.7 

上昇温度

10. 2.8 3.0 2.0 10.8 16.5 

2 . 3.7 17.3 6.6 22.0 4.9 12.9 14.2 18.6 
... 

。。まで上昇Lた時刻

6時20分 7時30分 6時.;10分 2時40分

6時20分 6時80分 日時00分 211寺40分

表。とほり，井ともと夜は最も寒冷となる 2の最低気温は， 4日のうちどの日も 10より低

〆 30)R. Geiger， Spatfroste auf den FrostAachen bei Munchen. Forstwiss. Cenlralhl. 1926. S. 290. 

H. Amann， Birkenvorwald als Schntz gegen Spatfiムte. Forslwiss. Cenlralhl. 1930. S. 501， 58<1. 
藤島信太郎，更新論的建株撃'.5版.昭 18. 188-9頁. Wagner fD読の紹介.
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温だが，日出後は 10よりもすみやカに上昇するから 6時までには， 10よりも僅品に低いか

(15日)，またはかへって高温とた T(16・17・.18日)， 8時にはもはや例外なく 2の方部高温で

ある.

共ぎに，最低集温から 6時までに上昇した温度は， 表のとほり， 10の 2.00 (17日)から

10.80 (18日)平均 4.650 にたい L， 2は 3.70 (15日)から 14.20 (18日)平均 7.350 で数度多

く，問棋に 8時まで、に上昇した温度は10の 10.30 (17日)から 16.50 (18日)平均 13.650 にた

いし，2は 12.90 (17日)から 22.00 (16日)平均 17.700 〆で，特に激しい霜日でるった 16日の.

8時までの上昇温度は， 10の 14.0。にたい L，2は80 も多い 22.0"といふ急激な上昇ぷりで

ある. 2にたげるとのやうた早朝の気温の，昔上昇.は 5月の中旬として必守しも稀れでたく，

E 自記器によると， 11日には 8時までに 23.60 上昇し，12日には 23.00，13日には 21.40 も上

昇してゐる.いづれも朝は快晴ぢ、るった.とれは凍結した芽または新葉に有害で、ある.

また林縁10の気温の上昇は遅いのだから，上昇の平い開放地の2よりも，。、以下の低温

が昇って O。になる時刻は、大樫遅れる傾向をしめしてゐる.去のとほり， 4日間jの例のうち，

2日は同時刻に 0"とたり，他の 2日は 30分-1時間林縁が遅れてゐる. 1.主ほ，自記紙にてコい

て， その後10も2も霜日と友った5月20・22・31日・ 6月1・10日の 5日聞をしらべてみる

と，同時刻が2日，ほかの 3日は 20-40分やはり林擦の方が遅れてゐる.

以上の積討は，前記の寒暖計の覆箱 l!~たじ構造で少し大きい覆箱にいれた中型 7 日捲

き自記寒暖計の記録によってゐる.器械の高さは，壁金属片の中心が地上0.25mにあるやうに

置いた.気温が急激に費化ずる場合の自記寒暖計の記録はやや遅鈍で、るるため， 10と2の気温

の差，特に急:上昇するときの気温の寅際の差は， .~上にあげたより，もっと大きいにちがひた

し、.、 • 
たほ朝日と凍害の関係は，・気温だけでなく，植物樟温の問題として，朝日の直射に闘して

是非一言し怠ければならたい.朝日の直射は遅いほど有利たはづでるる.よって， 2・10・8p

各観測離に，晩霜季の朝日が射す時刻を知るため〆地上 1mの高さにそれぞれ日照計を設置し，

昭和 17年v5月時々観測を行った. との結果， 5月11日に， もっとも典型的主主日照の記録を

うるととができたとれによると，開放地の 2に朝日が射しはじめたのは 5時 57分，丘の北斜

面 8は6時00分，林縁の 10は雨明主り 1時間 30分以上たくれて 7時 35分から朝日を受け

はじめてゐたしたがって 8は2と見とんど同時に朝日をうけてゐる. しかし前誌の~ほり，

8の最低気温は 2よりいちじるしく高いため，特に寒冷主主朝のほカ】は，朝日のわるい影響がは

っきり現れないものoゃうである.
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10の日照計は，気温の観測駈から北へ会よそ 4m，からまっ林から約 11mはなれ，林勝

としては比較的早くから朝日を受けてゐるが，そとからもっと東へからまつ林に近づ付ば近ゃ

くほど朝日をうける時刻が遅れる.そしてからまっ林に近いほどとどまっ造林木の凍害がすく

ない. ととには，たかい最ft集温と会そい朝日の関係がともに遺林木に有利に働いてゐると思

はれる.

結 言d

以上の低気温の観測を行った凍害造林地は，苫小牧損習林のなかの比較的寒冷友場所にち

がひないが， 5月 6月の吸霜季には，ある極の遺林樹種，とくに北海道で最も有用なとどまっ

の劫齢時代の生育をそと友ふ低気温が，毎年数回づっ地表F付近にるらはれでゐる. 0。以下の霜

日にいたっては， 20同以上もあちはれてゐる年があるのである.

との有害な低気温は，とどまっが極めて低温に感じやすいモの開葉季に， 一10、以下に降

るときさへある. それほどの低気温にふれなくとも，大膿 -40 前後でとどまっのふくらみか

けた芽は凍死rる. との被害は，開葉を終った後D凍害のやうに目だたないが，被害は大きい

から注意しなければなちない.

地表附近の低気温は， との 3ha内外。せまい区域の友かでも，紙況によっては場所ごと

にちがってゐtr.そして比較する場所によ。て， 60 ぐらゐまでの相互の差があったのである.

・それ故，遺林または保護のた占うに， ある林野D地表附近の低気温を必要とするときは，そ

の場所で賓際に測ってみるととが何よ bで星空る. とれば適賞た寒暖計さへあれば，たやすく貴

行できるととである. とれに反し，附近の気象観測所などの観測{直をつかふとすれば，強備知

識なしにには誤った結果に導かれやすいであらう.苫小牧演習林の気象観測露場は，問題の凍

害造林地を，およそ 500m はなれてゐるだけでるったが，その晩霜季の最低気温(地上 1.3~) は，

凍害造林地の寒冷箇所の地表附近より・も LばLば.50以上高温であった.

したがって森林気象の観測は，普通に行はれてゐる露場観測ばかりでなく，場合によって

は，さらに地表附近の気象要素にタいて，適切な方法をとる1必要が必とるであらう.

問題の凍害造林地では，森林0欝閣と斜面の高さが，地表附近。低気f置にもっとも大きく

影響してとれを高温にした.

丘の慌の，もっとも低い場所に成林してゐたてうせんからまつの欝闘は，とれより必よそ

13m高い丘の中腹よりも Lばしば2。以上温暖友最低気温をあらはし， また林外の寒冷な場

所と 6.2。までの差があらはれた.とれをもっても，森林の欝閉が凍害にたいして非常に有利で
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あるととがわかり，それは北方の寒冷地方の造林に，種々なる示唆をあたへてゐる.

またとの凍害地も，険制でいはれてゐるやうに， 数 cmの土地の高さの差が低気温に影響

し，斜面を約 10mのぼれば，凍死木はもとより凍傷木もほとんどない.そして丘の裾のもつ

とも低い場所と， とれより会よそ 13m 高い丘の中腹との聞には ~.70 までの差があらはれた.

平坦地や谷筋にうゑたとどまっの寒霜害がひろく知られマめるが，低気温の関係は，とどまっ

の遺林には丘または山の斜面をえらむべきととを示してゐる.

以上にくらべると，林縁・保護樹・地床の雑草t.l:l:の地表附近の低気温におよぽす影響は

すくたいが，しかしそれぞれ特殊の性格をもワてゐて，とれを知bまたとれを利用するととは，

北方。塞冷地方の造林のた必，極めて重要であるととを知らなければ友らない.

また凍害をと問題とするときは，低気温と共に日中の高気温と日較差，をた早朝の日射t.l:l:

も考へなければたらたい.晩霜季の日較差は， ..年のうち特に興味るる様態をとしめしてゐる.

との凍害造林地内のとどまっの生育獄態は，低気温の欣況その他によって，場所ごとにち

がってゐたが，との稿では具韓的にふれたかった.

また凍害封策として，遺林の場所と樹種をえらまなけれほたらぬといふ事のほかに，大面

積の皆伐を避けねばならぬとを，天然更新の有利なとと，前生樹その他の保護樹と林践を利用

すベ暑とと，また造林地の雑草はいかに扱ふぺきかたどと，種々怠る問題が解決をまってゐる.

しかしとれらについても，具種的にふれたかった.

さらにまた，寒冷地方の誼林地の凍害は，晩霜害だけの問題でたく，早霜の被害もるるし，

ととに零のすくたい地方ではトいはゆる宰霜の被害が大きく附加されてゐる. しかも場所ごと

にちがふ多の地表附近の低気温は，晩霜季よりも，また早・霜季よりも，はるかにいちじるしい

相互の差をあらはしてゐる. とれらに蝿れるととによって，この稿の目的は更に楠はれたけれ

ばならたい.


